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盛岡市から宮古市に向かう､ 国道106号線沿い､ 区界高原にある､ 標高1,005mの山です｡ 山麓の登山口には､ 区界高
原ウォーキングセンターという施設があり､ 駐車場､ 休憩室､ シャワー､ トイレ等が完備されています｡ そこから
１時間程で山頂まで登ることができます｡ 山頂からは早池峰山が一望でき､ 岩手山や八幡平も望むことができます｡
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巻
頭
言(一社) 岩手県薬剤師会

常務理事 本 田 昭 二

当会として現在実施している岩手県委託事業
｢薬局等健康情報拠点推進事業｣ は､ 地域住民の
全ての医薬品等の供給を通して､ 専門家として､
きめ細かな医療・介護への支援､ 住民の健康づく
りにおいて気軽で身近な存在として信頼されその
担い手になりうる時代に向けて､ 小規模施設でも
特性を活かし､ 地域に根ざす薬局づくりを目指す､
というものである｡
私は､ 学校薬剤師として､ またアンチ・ドーピ
ング教育啓発活動等で､ 薬局外で活動する機会が
多いが､ 一般の方々の薬剤師の認知度は想像以上
に低いことを感じる｡
そのような実感から､ 薬局業務以外の活動に当
たっては､ できる限り ｢薬剤師の認知度を高める｣
ことを意識して活動している｡
それは､ 自分を支えてくれている会社と活動を
共にする薬剤師の仲間への感謝でもあり､ ちっぽ
けな活動ではあるが､ それが少しでも将来､ 薬剤
師職能の認知､ 拡大につながると信じている｡
私が､ 岩手県薬剤師会で担当している ｢学校薬
剤師｣ ｢アンチ・ドーピング｣ ｢実務実習｣ で共通
するところは教育啓発である｡
特に､ ｢薬物乱用防止｣ と ｢アンチ・ドーピン

グ｣ については､ ある程度の年月取り組んでいる
ものだが､ 最近､ 自分の中でこの活動に関して大
きな変化を感じている｡
｢薬物乱用防止｣ については､ 危険ドラッグが

社会問題になっている｡ また､ 連日のように青少
年の事件が報道される状況等､ 情報過多の時代に
あって､ 児童・生徒を取り巻く環境が急激に変化
していくことへの不安を感じずにはいられない｡
本来､ 薬剤師の立場での薬物乱用防止は､ ｢薬

物の害｣ を伝えることが主眼とされている｡ 勿論
それはしっかりと伝えなければならない｡ 講演内
容も学校側と十分打合せをして決定するわけだが､
それらを踏まえた上で自分が伝えていきたいこと
は､ 当会のパンフレットにもあるように ｢健康は
かっこいい｣､ そして ｢いのちの大切さ｣ である｡
元気な時に ｢健康｣ や ｢いのち｣ を考えること
は少ない｡ だからこそ､ 元気な時に考えなければ
ならないのではないだろうか｡
｢薬物の怖さ｣ を伝えることも必要であるが､

本質である ｢健康｣ と ｢いのち｣ を考えてもらう
ことが何より大切ではないかと考えるようになっ
た｡ これを感じさせてくれたのは､ 平成26年度薬
局実務実習受入に関する研修会の際にお招きした､
昭和大学医学部医学教育推進室講師の高宮有介先
生のご講演であった｡ 内容に非常に感銘を受けた
わけでが､ 同時に ｢伝える力｣ を感じた｡
もうひとつ､ ｢伝える力｣ を感じたことに､ ア

ンチ・ドーピング教育がある｡ 如何に本質である
｢スポーツの価値｣ を選手に伝えられるかが大事
なわけで､ ｢スポーツの価値｣ を理解すればドー
ピングをしないはずと考えるが､ それをどのよう
に伝えていくかが問題であった｡
問題解決のヒントは､ 意外なところにあった｡
それは､ 岩手県中学校ラグビー選抜チームが全国
大会出場を目指すニュース映像で､ そこに登場す
る指導者の言葉であった｡
その指導者とは､ 花巻市で薬局を開設している
薬剤師の千葉啓志である｡ 普段は､ 口の悪い､ 出
来の悪い後輩の一人だが､ ラグビーに懸ける想い
だけは､ 釜石の中田義仁と甲乙つけがたく､ とん
でもなく熱い｡ 映像を見ただけなのに､ ｢厳しい
中にも子供たちを心から勝たせたい｣ という千葉
の想いが伝わってきた｡
そこで気付かされたのは､ ｢スポーツの価値｣

を教えるのは監督､ 指導者である｡ そして､ 子供
たちの ｢スポーツの価値｣ を守っていくのが､ 我々
薬剤師だということである｡
以来､ 多くの方に共有して欲しいと思い､ アン
チ・ドーピングに関する講演の際に､ この映像を
使用している (本人承諾済み)｡ 何度も見ている
ものなのに､ 今でも講演中にその映像を流しなが
ら､ グッとくるものがある｡
とかく､ 人間関係が問題視されることが多いが､
気持ちと気持ちのコミュニケーションを取ること
ができればこのように問題視されることもないの
だと思う｡ その難しさも承知しているが､ お互い
が相手を思いやり､ 感謝し､ 敬う心を忘れないよ
うに心掛けること､ それをこれからの子供たち､
学生たちに伝えていくことができればと思う｡
今年で50になるので､ これぐらい生意気なこと
を言ってもよい歳かな､ と・・・｡

感動､ 感謝が人を動かす
～子供たちの将来のために～

巻 頭 言
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第66回東北薬剤師会連合大会開催予告

平成27年度は岩手県薬剤師会が東北六県薬剤師会の幹事県となります｡ そして､ ９月には盛岡で
第66回東北薬剤師会連合大会が開催されます｡ 会員の皆様におかれましては､ お誘いあわせのうえ多
数参加くださいますようご案内いたします｡ 概要は以下のとおりです｡

日 時：平成27年９月12日 (土) ・13日 (日)
会 場：ホテルルイズ 〒020-0034 岩手県盛岡市盛岡駅前通７番15号

TEL 019-625-2611／FAX 019-625-2673

テーマ： ｢地域包括ケアシステム構築､ その時､ 薬剤師は？｣ (仮)

【プログラム】
１日目 (９/12)

14時～ 受付開始
特別講演
｢高齢社会の中で薬剤師の役割 ～薬剤師のあるべき姿～｣ (仮)

公益社団法人日本薬剤師会 会長 山本 信夫
16時45分～ 式典……薬事衛生功労者表彰ほか
18時～ 懇親会

２日目 (９/13)
９時～ 基調講演

｢地域包括ケアシステムの中で薬剤師に求めるもの｣ (仮)
厚生労働省保健局医療課薬剤管理官 中井 清人

10時20分～ シンポジウム
｢地域包括ケアシステム構築に向けて薬剤師は何をすればよいか？｣ (仮)

コーディネーター：岩手県薬剤師会常務理事 工藤賢三
シンポジスト
・盛岡市医師会会長 和田利彦
・チームもりおか所長 板垣園子
・釜石市健康推進課地域医療連携推進室主査 小田島史恵
・盛岡薬剤師会理事 平山智宏

11時40分 閉会
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はじめに

健康に関わる分野は多岐にわたっています｡ 医

学・歯学・薬学・看護学・栄養学・体育学などに

とどまらず､ 理学・作業・言語などの諸療法｡ 種々

のカウンセリングや様々な心理的療法｡ 福祉､ 理

美容､ 調理｡ そして､ 今や介護ロボットや機能性

食品など工学・農学の分野も健康をめざして研究

が進められています｡ 政治・経済も､ もちろん行

政も健康が大きな課題となっています｡

私は現在､ 大学の保健管理センターに所属して

学生や教職員の健康管理にあたっています｡ 多く

は未成年で入学し､ 成人して卒業していく大学生

の健康管理において､ 重要な課題は健康的な生活

習慣の形成であり､ 特にすべての学生を非喫煙者

として社会に送り出すことです｡

一方で､ 私の専門分野は大学の外にもあり､ 農

家の方々の健康を守ることです｡ こちらは大学院

生の頃からの研究分野であり､ 現在は農作業事故

防止の課題に取り組んでいます｡

今回､ 専門分野についての文章を依頼され､ こ

うした広い分野にまたがる ｢健康｣ というものに

ついて日頃考えていることをまとめてみようと思

い立ちました｡ 読者の皆様がそれぞれに向き合っ

ている健康問題を考えるときの参考にしていただ

ければ幸いです｡

肉体的にも精神的にも良い状態

｢健康とはどういう状態ですか？｣ という質問

を投げかけたとき､ 最も多く聞かれる答えがこれ

です｡ ｢体ばかりではなく心も健康でなければ・・・｣

という気持ちのようですが､ ｢健康とは？｣ とい

う質問に対して ｢心身ともに健康｣ というのでは

答えになりません｡ ｢心身ともに良い状態｣ であ

れば､ なんとなくわかるような気がしますが､

｢良い状態ってどういう状態？｣ と突っ込まれそ

うです｡

健康という漢字は中国の古典である 『易経』 に

出てくる ｢健體康心｣ に由来します｡ ｢健｣ とは

体が ｢すこやか｣ なことであり､ ｢康｣ とは心が

｢やすらか｣ なことでしょうから､ ｢体がすこやか

で､ 心がやすらかな状態｣ 即ち ｢肉体的にも精神

的にも良い状態｣ とは､ そのものズバリのような

答えです｡

ところで ｢健康｣ という２つの漢字には､ 似た

ような部分があることにお気づきでしょうか？

｢健｣ の聿 (ふでづくり) と ｢康｣ の隶 (れいづ

くり) が似ているのですね｡ ｢野口体操｣ で知ら

れる野口三千三先生の書 (野口体操・おもさに貞

く, 柏樹社, 1979年) に､ 聿は身体を表したもの

であるとの解説がありました｡ ｢身体は､ 竹でで

きた筆のように四肢は柔軟で (筆の先は柔らかな

毛でできています)､ 体幹の管が通ってなければ

ならない｡｣ ということです｡ 確かに､ 消化管､

気管､ 血管､ リンパ管､ 尿管､ 等々､ 身体は管の

集まりとも見え､ その中を然るべきものが滞りな

く流れているのが健やかな状態であり､ 詰まれば

病気になるということができます｡ 隶は？という

と､ これは体ではなく ｢タコ｣ です｡ 昔､ 家を建

てるときに地盤を固めるために使われた道具です｡

｢康｣ の字の ｢まだれ｣ は家を表わしますから､

安定した地盤の上に建てた家に ｢康らか｣ な家庭

が築かれるということでしょうか｡ 聿と隶が似て

いるのは､ どちらも手で棒を握っているという象

形だからなのかもしれません｡ (漢字の象形は諸

説があり､ 確定はできません｡)

管の内容物が滞りなく流れているという ｢健や

か｣ から連想されるものに､ 中国医学の ｢氣｣ が

あります｡ 管ではないのですが､ 全身に ｢経絡｣

という通路があり､ そこを氣が流れているといい

ます｡ 漢方薬にしろ､ 鍼灸按摩や気功にしろ､ そ

の氣を補い､ 氣の流れを促すことが中国医学の療

法だと教わったことがあります｡

インドにはチャクラと呼ばれる輪をプラーナと

いう氣のようなものが通るという考え方がありま

すし､ 古代インド医学アーユルヴェーダでは､ 病

気とはシュロータス (管) にドーシャ (五大) が

健康とは何か
寄 稿

岩手大学保健管理センター
立 身 政 信

寄

稿
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偏在・蓄積してアーマ (不純物) が形成されるこ

ととされます｡ アーユルヴェーダには五千年の歴

史があるといわれますが､ ｢健やかとは管が詰ま

らないことである｣ というのは深遠な教えのよう

に思えてきます｡ 確かに､ 人間を含めた動物だけ

ではなく植物も師管・導管といった管を持ち､ 水

や養分を流通させることで生きています｡ もしか

したらこのことは生命体だけではなく､ 地球や宇

宙にも通底することなのかもしれません｡ アーユ

ルヴェーダにあったドーシャという言葉は五大あ

るいは五輪と訳され､ 仏教を通じて日本にももた

らされました｡ 宮本武蔵の ｢五輪書｣ は地・水・

火・風・空の五巻からなる兵法書です｡ ドーシャ

とは､ すべてを構成する五つの要素であり､ 物体

だけではなく､ 季節や時間にも存在します｡ 特に

空とは ｢もの｣ の存在する空間であり､ その ｢も

の｣ 以外のすべてと解釈できます｡ 私は､ ここか

ら仏教が誕生したのではないかと思っています｡

生まれたばかりのお釈迦様は四方に７歩ずつ歩い

て右手は天を､ 左手は地を指差し ｢天上天下唯我

独尊｣ と喝破されます｡ いわゆる ｢誕生偈｣ です｡

お釈迦様という ｢もの｣ はそれ以外の ｢空｣ が無

ければ存在しません｡ 逆も真なり｡ お釈迦様がい

なければ､ お釈迦様以外の ｢空｣ 即ちこの世のす

べてが存在しないのです｡ まさに ｢天上天下唯我

独尊｣｡ そんな世界を一人ひとり､ いや､ この世

に存在する一つひとつのものが持っているという

ことです｡ これが大慈悲です｡ この世は私自身な

のです｡ 私がいなければ存在しないものなのです

から｡ (誕生偈は更に ｢今茲而往生分已尽｣ の八

字が続き､ 一般的解釈は ｢今回の誕生が輪廻転生

の最後即ち解脱である｡｣ となります｡ 様々な解

釈があるようです｡)

健康の話が､ とんでもないことになってしまい

ました｡ でも､ 私は､ 健康とはそういうものだと

思っています｡ 自分の生涯をかけてやることです

から､ スケールの大きいほうがやりがいがありま

すよね｡

ちなみに､ アーユルヴェーダが説く健康的な生

活習慣をご紹介しましょう｡

１. 快い環境に身を置く

２. 消化 (吸収・代謝・排泄) の良い食事

３. 適度な運動

４. 瞑想

よく見ると､ これはお坊さんの生活に近いこと

が分かります｡

肉体的にも精神的にも社会的にも良い状態

この見出しは､ どこかで見たことのある方が多

いと思います｡

1946年７月に採択されたWHO (世界保健機関)

憲章にある ｢Health is a state of complete

physical, mental and social well-being, and not

merely the absence of disease or infirmity.｣

という ｢健康の定義｣ とも称される文章の一部で

す｡ これまでの ｢身体｣ と ｢精神｣ の他に ｢社会｣

という単語が入っています｡

心身であれば､ その健康度は健康診断や心理テ

ストなどで把握できるかもしれませんが､ 社会と

なると一人の人間を見ただけでは把握も評価もで

きません｡ ｢社会的に健康な状態とは､ 社会の荒

波にも負けずに生きていける状態である｡｣ と書

いた教科書を見たことがありますが､ それなら

｢肉体的にも精神的にも良い状態｣ でどうにかな

ると思います｡ 人間は一人では生きていけない社

会的存在です｡ ｢私は一人で生きている｣ という

人がいるならば､ あなたが今着ている服はだれが

作ったもので､ だれが売ってくれたもので､ 買っ

たときのお金はどうやって手に入れたものですか？

今朝食べた食事の材料は自分で作ったものですか？

問いただせばきりがありません｡ だとすれば ｢社

会的健康｣ とは何なのでしょうか？ 社会そのも

のが健康であるかどうかということではないでしょ

うか｡ それを把握するためには､ その社会を構成

する一人ひとりの身体的健康や精神的健康を､ 総

合してみることになります｡ 人口静態や人口動態

にはじまって､ 有病率､ 受診率､ 等の衛生統計指

標､ 経済指標､ 環境指標など様々なデータがその

社会の健康度を示してくれます｡ 私が専攻してき

た公衆衛生学はこうした社会の健康度を評価し､

保持増進するものです｡ 社会を構成する一人ひと

りが考える健康は､ その人の生きてきた環境や

受けてきた教育､ あるいは体験によって異なりま

す｡ そのようにして形作られた健康観とは一つ

の価値観といっても良いでしょう｡ 高齢になって

大病を患い､ 闘病の末やっと治癒した方の多く

は､ ｢やっぱり病気がないことが健康だね｡｣ とおっ

しゃいます｡ そんな方に向かって､ WHO憲章に

｢not merely the absence of disease ｣ と書い

ているからといって､ ｢病気でないことが健康だ
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というのは間違いです｡｣ などと言ったら､ ｢そん

なことは､ 俺の歳まで生きてから言え！｣ と一喝

されます｡ 人の価値観に対して優劣や善悪を求め

ることはできないのです｡

では､ 十人十色の健康観を持った人々の集まる

社会で ｢社会的健康｣ を実現するには､ どうすれ

ば良いのでしょう｡ 現代の日本では､ 一人ひとり

が自由に意見を出し合って民主的に物事が決定さ

れ､ 進められていくことが基本になっています｡

意見を述べるためには情報が公開され､ 理解され

なければならないので､ 一定の教育があまねくほ

どこされる必要があります｡ 当然､ 金銭や優遇によ

る誘導があってはなりません｡ そのため､ 事業の進

捗状況もできるだけ公開されることが重要です｡

私たちのような医療に関係する立場にある者は､

専門家としての意見を求められることが多く､ そ

の意見に権威を持たされることがあります｡ でき

るだけ科学的根拠に基づいたアドバイスをしたい

ので､ 専門領域の知識を深めておくことが重要で

す｡ しかし､ 社会というものは､ 医学的な常識や

自然科学的な法則ばかりで動いているものではあ

りません｡ 職場のしがらみや地域のしきたり､ あ

るいは文化や伝統といった､ その社会に生きる人

に特有な要因が複雑多岐に絡み合いながら健康に

影響を与えているのです｡ 私たちはその方々をリー

ドしていく立場にはありません｡ 専門的知見を紹

介しながら､ 求められるアドバイスをして支援し

ていく立場にあります｡

WHOは1986年にカナダのオタワにおいてヘル

スプロモーション憲章を採択しました｡

ヘルスプロモーションとは､ ｢人々が自らの健

康とその決定要因をコントロールし､ 改善するこ

とができるようにするプロセス｣ と定義されてい

ます｡ 自分で自分の健康を管理することは､ あた

りまえのように思われますが､ 自分の健康状態を

正確に知ることは簡単なことではありません｡ 支

援する側としてはできるだけ侵襲が少なく安価で

精度の高い健康チェックの手法を開発し､ 受診し

やすい状況を整えることが必要です｡ また､ 人々

が日々の健康状態をある程度自分で判断する能力

を開発することも大事なことです｡ そのことが現

在の健康状態を知ることに加えて健康の決定要因

をコントロールする能力や健康を改善する能力を

開発することにもなります｡ 支援者はそうした能

力を開発する機会を用意することになりますが､

健康教室を開催して ｢ああしましょう､ こうしま

しょう｣ と 『魔性の声』 を張り上げても効果はな

いようです｡ ましてや､ ｢これだけ言ってるのに

なぜできないんだ｣ などと切れてはいけません｡

ぜひ一緒に良い方法を考えてみてください｡ 地域

住民や職場の方々の中には､ 様々な特技や興味を

お持ちの方がいるものです｡ いろいろな人達を巻

き込んで健康づくりの輪を広げていくことが健康

問題改善のプロセスになっていきます｡

肉体的にも精神的にも社会的にもスピリチュアル

にも良い状態

1998年１月に開催された第101回WHO執行理

事会において､ これまでの健康の定義にある

｢physical, mental and social well-being｣ に

｢spiritual well-being｣ を追加する案がWHO東地

中海地域地方事務局から出されました｡ この地方

事務局には中近東地域のイスラム教国が多く､ 医

療面ではユナニ医学という古代ギリシャ医学に源

を持つ伝統医学が今でも実践されているといいま

す｡

追加案は､ 活発な議論を経て賛成22､ 反対０､

棄権８の賛成多数で総会に上程されることとなり､

1999年５月に開催された第52回WHO総会にかけ

られました｡ 実質審議の前に９カ国の代表で検討

され､ バーレーンとリビアの各代表が賛成しまし

たが､ EU､ アルゼンチン､ 中国､ 日本､ オース

トラリア､ ロシア､ スリランカの各代表が反対し､

結局本格的な審議のないまま採択が見送られまし

た｡ (臼田 寛 他, WHO憲章の健康定義が改正

に至らなかった経緯, 日本公衛誌47巻12号)

執行理事会では圧倒的多数の賛成で総会に上程

されたはずの議案が１年余り後の総会で審議され

ないままに非採択となった理由は､ もともと ｢賛

成ではあるが､ もっと議論を深めるべき｣ という

意見が多かったことや､ 代替療法を勧めることに

対する危惧などの他､ 定かではありませんが､ そ

の２年余り後の2001年９月11日に発生したアメリ

カ同時多発テロ事件に照らせば､ この改定案を提

出したイスラム諸国に対する猜疑心がアメリカを

中心に膨らみ始めていたことを伺わせます｡ スピ

リチュアルの追加を提案した理由には､ 人間の尊

厳や倫理性が挙げられ､ 人種や宗教による差別の

解消も掲げられているので､ 国際的確執が反映さ

れているようです｡
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私は､ このspiritual well-beingに大きな期待を

持っています｡ physical well-beingとmental

well-beingという個人的健康から､ social well-being

という社会的健康に面的拡大がなされたことは､

健康の次元が拡大されたものと解釈できます｡ だ

からこそ､ その解釈には次元を超えるブレイクス

ルーが必要であり､ いまだに ｢健康な街…なんだ

そりゃ？｣ という声が多く聞かれるのです｡ その

ためには､ 自由で民主的な取り組みが・・・とは､

既に述べたことですが､ そこに大きな壁が存在し

ます｡ みんなで話し合って作ってきたはずのこの

社会で生活していく人々は､ 子供たちであり､ ま

だ生まれていない人たちなのです｡ 私たちは､ 自

由で民主的な話し合いをするときに現在の自分た

ちの生活や環境や経済のことだけではなく､ 未来

の人達のことを考えなければいけないのです｡ こ

れが ｢世代間倫理｣ です｡ 過去の経験をしっかり

と受け止め､ それを咀嚼して得られた現代の知識

や技術や文化を世代間交流によって次の世代に伝

えることが必要です｡ 先祖から受け継がれた伝統

や文化や環境を大事に子孫に引き継いでいくとい

う ｢継続される健康｣ が時間的拡大がなされた新

次元の健康であり､ それがspiritual well-beingで

あると考えます｡

世界中に現在も昔ながらの生活を続けている民

族がいます｡ その多くは自然や文化を先祖が残し

たものとして尊び､ 次世代に伝えていこうとしま

す｡ 周囲の自然から食物を得て､ 先祖から伝えら

れた手法でそれを食し､ 先祖と自然を共に祝し､

次の世代に伝え､ 命が尽きれば自然に帰って自然

の生命の一部となり､ 次の世代の糧となるのです｡

私たちの体は食べたもので出来ていますから､ 自然

と人間は一体化していきます｡ spiritualはWHO

総会で採択されていないので､ 日本語訳もまだあ

りませんが､ ｢命 (いのち)｣ と訳しても良いよう

に思います｡ お釈迦様の誕生偈を思い出してみて

ください｡ 世界は私自身であり､ 一つのものであ

ることを実感できませんか？ 内山興正という曹

洞宗のお坊さんは､ ｢みんな自分は60億人の人間

の中の一人だと思っているが､ １人＝１人／60億

人 という計算は成り立たないよ｡ １人＝60億人

／60億人 だ｡｣ と述べておられます｡ (人生科読

本, 柏樹社､ 1980年)

初代の衛生局長を務めた長與專齋はドイツ語の

Gesundheitspflegeを邦訳する際､ 中国の古典

｢荘子｣ から ｢衛生｣ という語を充てました｡ そ

こには老子の言葉として ｢衛生とは能く一を抱く

こと｣ とあります｡

spiritual well-beingを考えるとき､ 私たちの世

界の実相を表わす ｢一｣ という概念は､ 極めて大

事なものとして銘記すべきであろうと思います｡

生命の連鎖をつなぐ遺伝子

少し横道にそれて､ 世代間の命をつなぐ遺伝子

について考えてみたいと思います｡

命の連続は､ 自然科学的には遺伝子情報の連続

として伝えられていきます｡ 生命の起源から連綿

と続いているものと解釈できますが､ 長い地球の

歴史の中で､ 様々な生命体が栄枯盛衰を繰り返し

ながら現在に至っているわけです｡ これからいっ

たいどこへ向かっていこうとしているのでしょう

か？ spiritual を考えると､ そんな疑問が頭をよ

ぎるようになりました｡ 1976年にイギリスのリチャー

ド・ドーキンスが ｢利己的遺伝子論｣ を発表して

以来､ 生物の進化を遺伝子中心に理解する考え方

が出てきました｡ 遺伝子は常に自己を繁殖させる

方向に生物種の進化を促しているというのです｡

原始の海で発生した生命体つまり遺伝子はやがて

陸でも生活できる両棲類を作り､ 爬虫類に進化さ

せ恐竜にまで巨大化したり翼竜として空に進出し

たりしましたが､ 巨大隕石の地球衝突と思われる

出来事で絶滅しました｡ しかし､ その間､ 哺乳類

という次の大進化候補生物を用意して､ その時代

を到来させました｡ ただし､ 昆虫類や鳥類､ さら

に海に戻る生物種も用意して哺乳類の失敗を担保

しています｡ 哺乳類の中から二足歩行と著しく発

達した頭脳を持つ人類を進化させて､ 昆虫や鳥類

では到達できなかった宇宙への進出も果たしまし

た｡ こうしてみると遺伝子は様々な進化の様式を

試しながら､ 自らの生息範囲を広げようとしてい

るようです｡ やがて人類が宇宙進出に失敗したら､

次は昆虫あたりを進化させて再挑戦しようとする

のかもしれません｡ エイリアンの世界ですね｡

私たちが､ 遺伝子の思惑によって生かされてい

るとしても､ その最終目的が何なのか知る由もあ

りません｡ 私たちは､ 今､ ここで､ 私たちの本当

の幸せや生きがいを求めて､ みんなで健康に向かっ

て生きていくことで良いのだろうと思います｡
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ダイナミックな状態

WHO憲章にある健康の定義を physical

well-being､ mental well-being､ social well-being､

spiritual well-beingと別々に分析して読み取って

きましたが､ よく知られたこの健康の定義を一つ

の文章として上手く説明するのは容易なことでは

ありません｡ ｢身体的・精神的・社会的が､ そろっ

て良い状態であることが肝要で､ いずれかが欠け

た状態では健康とは言えないのだ｡｣ と解釈する

向きもありますが､ complete well-beingと表現

された ｢完全さ｣ は､ 単なる三つ揃いのこととは

思えません｡ さらに､ 例えば ｢身体的に完全に良

い状態｣ とはどのような状態なのか｡ ｢健康診断

では､ すべての項目が正常範囲であって・・・｣

とは言っても正常とは何かが判然としませんし､

健診項目にないものはまったく不明です｡ ｢身体

的な障がいを持つ人は健康でない｣ という判断を､

何の疑問もなく受け入れることができる人はほと

んどいないでしょうし､ まして精神的､ 社会的とな

れば､ もう両手を挙げて降参するしかありません｡

辞書によれば､ Healthの語源はギリシャ語の

Holosにあるとのこと､ ｢Holosとは全体を意味し､

その派生語としてHoly (聖なる) などがある｡｣

となれば､ もうこれは神の世界です｡ しかも唯一

神の世界です｡ 八百万の神とは異なり､ 我々人間

など死んだってなれない神です｡ 欠けることのな

い完全さであるHealthはそういう神でなければ有

り得ません｡ 敷衍すれば､ 我々人間は死んだって

健康にはなれないのです｡ WHOによれば､ 健康

とはそういうものなのです｡ では諦めるしかない

のでしょうか｡ 仏教にその救いを求めると､ 道元は

｢生を諦め死を諦むるは仏家一大事の因縁なり｣ と

説いています｡ やはり諦めることになりそうです｡

いずれにしても､ 健康とは誰にも手の届かない

ところにあるゴールであり､ 我々はそれに向かっ

て日々生きていくほかないのでしょう｡ だとすれ

ば､ 屈強な猛者であろうが､ 障がい者であろうが

違いはありません｡ ｢神の下に皆平等である｣ と

はこのことなのでしょう｡ たとえ現在の状態がど

うであろうと､ 健康に向かって生きている人は周

囲に感動を与えます｡

宮沢賢治は長編詩 ｢農民芸術概論綱要｣ の序論

を ｢求道すでに道である｣ と結び､ 続いて農民芸

術を８章にわたる格調高い文章で綴った後､ その

結論を ｢永遠の未完成これ完成である｣ という同

じ意味の言葉で結んでいます｡ 死んでもなれない

｢健康｣ に向かって生きることが即ち ｢健康｣ な

のです｡

もうひとつ､ この詩のなかには､ ｢新たな時代

は世界が一の意識になり生物となる方向にある｣

という一行があります｡ 世界は ｢一｣ であるとい

う仏教の精神が謳われているのです｡

1998年のWHO憲章改定案には､ spiritual の他

に､ もう一つ追加する単語がありました｡ Health

is a state of ・・・の state の前に dynamic を

挿入するというものです｡ dynamicとは､ ｢健康

と病気は連動しており､ 時間の経過によって変化

するものである｡｣ という意味で問題はないとい

うことで､ spiritual の陰に隠れて十分な審議が

なされなかったようです｡ しかし､ ｢健康に向かっ

て生きることが即ち健康である｣ という観点から

みれば､ 健康とは定まった状態ではなく､ 常に目

標に向かっていく動的即ちダイナミックな状態で

あるということをよく表すものとして挿入するこ

とが適切な単語だと思われます｡

そういう生き方を実践し支援することが､ 私たち

の仕事なのだろうと思っています｡

農民芸術概論綱要 序論 昭和元年 宮沢賢治
－われらはいっしょにこれから何を論ずるか－

おれたちはみな農民である

ずいぶん忙がしく仕事もつらい

もっと明るく生き生きと生活する道を見付けたい

われらの古い師父たちの中にはそういう人も応々あった

近代科学の実証と求道者たちの実験とわれらの直感の

一致に於いて論じたい

世界がぜんたい幸福にならないうちは個人の幸福はあ

り得ない

自我の意識は個人から集団社会宇宙と次第に進化する

この方向は古い聖者の踏みまた教えた道ではないか

新たな時代は世界が一の意識になり生物となる方向にある

正しく強く生きるとは銀河系を自らの中に意識してこ

れに応じて行くことである

われらは世界のまことの幸福を索ねよう

求道すでに道である

寄
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第66期一般社団法人岩手県薬剤師会臨時総会開催

司会 村井利昭 理 事

１. 開会のことば

大谷道男 副会長

２. 薬剤師綱領の唱和

八巻貴信 理 事

３. 物故者黙祷 (敬称略)

(日付) (地域) (氏 名)

Ｈ26.６.６ 花巻 時田 日出子

８.４ 奥州 朴澤 尋巳

８.31 盛岡 藤澤 光雄

10.11 奥州 中目 ヒロ

４. 議事運営委員長日程説明

牟岐和房委員長から議事運営委員会で協議され

た議事日程が報告されました｡

議事運営委員 (敬称略)

盛岡地区 牟 岐 和 房

花巻､ 北上地区 鎌 田 邦 孝

奥州､ 一関地区 小野寺 豊

気仙地区 大 坂 敏 夫

釜石､ 宮古地区 金 澤 英 樹

久慈､ 二戸地区 上 村 勲

日程説明する牟岐和房議事運営委員長

５. 会長演述

【後掲します｡】

及川康憲議長及び高野副議長が登壇して代議員

会の議事を開始しました｡

議長団

６. 出席代議員数の確認

代議員定数84名のうち､ 出席者57名､ 委任状

23名｡

７. 議事録署名人の氏名

及川議長は､ 着席番号２番 小田島幸子代議員

並びに24番の海老子川健司代議員を指名しました｡

８. 報告

報告第１号 第84回日本薬剤師会臨時総会報告

齊藤明副会長 (日薬代議員) から２月21､ 22日

にホテルイースト21東京で開催された日薬臨時総

会について報告されました｡

齊藤副会長

報告第２号 平成26年度岩手県薬剤師会会務・事

業の中間報告

宮手副会長から代議員会議案書にしたがって今

年度事業の状況が報告されました｡

去る平成27年３月８日 (日) 午後１時から岩手県水産会館５階大会議室において臨時総会が開催されま

した｡ 以下その内容をご報告いたします｡

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

会

務
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報告第３号 平成25年度岩手県薬剤師会会計の

中間報告

西野常務から平成26年４月から12月までの会計

の中間報告が行われました｡

上記の報告事項に対しては特に質疑はありませ

んでした｡

西野常務理事

９. 議事

議案第１号 理事及び監事の報酬等の総額につ

いて

西野常務から､ 理事並びに監事の年間報酬額を

300万円以内とすることについて提案・説明され

ました｡

特に質疑はなく提案どおりに決定されました｡

議案第２号 平成27年度会費額について

西野常務から平成27年度の会費額については平

成26年度と同額にすることとして提案されました｡

特に質疑はなく提案どおりに決定されました｡

議案第３号 平成27年度岩手県薬剤師会事業計

画案について

宮手副会長から事業計画について提案説明がお

こなわれました｡

気仙地区の代議員から質問が出され､ これにつ

いて熊谷明知専務理事が回答し､ その議論をふま

えて事業計画案は拍手多数により可決されました｡

【事業計画に対する質疑とその応答については

後掲します｡ また､ 事業計画についても後掲しま

す｡】

議案第４号 平成25年度岩手県薬剤師会歳入・

歳出予算案について

西野常務理事から議案書により来年度の予算に

ついて提案説明がされ､ 特段の質疑は提出されず

に拍手により承認されました｡

【事業予算の総括表を後掲します｡】

議案第５号 代議員選挙管理委員会委員の委嘱に

ついて

宮手副会長から､ 現在告示している代議員選挙

の選挙管理委員の任期満了に伴い､ 新たに選挙管

理委員を委嘱する必要があることが説明された｡

また､ 現在の委員を再任することを提案し､ 候補

者からは内諾を得ていることが報告､ 提案されま

した｡ 特段の質疑は提出されず､ 提案通りに承

認されました｡

10. 閉会のことば

齊藤明副会長

会

務

【平成27年度岩手県薬剤師会会費】

会員種別 県薬会費

正
会
員

Ａ会員 開設者 44,000円

Ｂ
会
員

勤
務
者

免許取得後20年以上 24,000円

免許取得後10年以上 18,000円

免許取得後10年未満 14,000円

薬事に従事しない薬剤師 18,000円

賛助会員 44,000円

選挙管理委員会 委員

≪委員名≫ ≪地 域≫

高砂子 修 作

阿 部 司

鈴 木 可奈子

高 橋 稔

古 川 有 子

≪補欠≫

池 永 祐 介

吉 田 雄 樹

盛 岡

盛 岡

盛 岡

北 上

花 巻

盛 岡

盛 岡
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｢第66期岩手県薬剤師会臨時総会の開催にあた

り一言申し上げます｡

本日はお休みのところ､ 代議員の皆様には､ 県

内各地からご参集いただきまして誠にありがとう

ございました｡

さて､ 早いもので明々後日の11日で東日本大震

災からまる４年が経ちます｡ 復興にはまだまだお

ぼつかない状況でありますが､ 被災地の方々はそ

のような中で一生懸命生活する事に努力しており

ます｡ 当会といたしましてもこれからも継続して

被災地における医療の復興に協力していきたいと

考えておりますので､ 会員の方々にも重ねてご支

援いただきますようお願い申し上げます｡

今年１月に､ 薬事政策研究所が全国の県別薬局

数の将来予測値を発表しました｡ これを見ますと､

都会を除き､ 全国的に薬局数が減る傾向にあると

されていますが､ その中でも岩手県は全国一減少

率が高い県として､ 2025年には現在の580軒が200

軒から350軒の範囲まで大幅に減少すると予測さ

れています｡ 予測根拠について確かなことは分か

りませんが､ 薬剤師不足や承継者不足､ 調剤報酬

や薬価の大幅な引き下げや､ または大手チェーン

によるM&Aなどが考えられ､ 単なる将来予測と

脇において考える訳にはいかないような気がいた

します｡

また､ 政府の規制改革会議では､ ｢医薬分業に

おける規制の見直し｣ について議論しております｡

その内容は､ 療養担当規則の中に保険薬局と保険

医療機関が一体的な構造であることや､ 一体的な

経営を行なうことを禁止する規定があり､ これに

より患者が医療機関から保険薬局に移動しなけれ

ばならないことや､ 院内処方より院外処方の方が

患者負担額が高くなることについて､ 本当に患者

が負担増に見合うだけのサービスが受けられてい

るか､ または医薬分業の効果を実感できているの

かを見直す必要があるとされており､ 全国的に少

数ではありますが､ 院内に戻している医療機関も

出てきている状況が見受けられます｡

そのような中､ ２月10日の朝日新聞にて17万件

の薬歴が未記載のままだった薬局の事件が報じら

れ､ その後も次々と同様の薬局があることが報じ

られました｡ このような事件が先ほど述べた規制

改革会議や中医協の場においても取り上げられ､

日常行なっている薬剤師の業務が曲げられて伝え

られることになれば､ 今後の調剤報酬改訂に大き

な影響が出ることは必至であります｡

日薬は地域でまじめに取り組んでいる薬局が､

この件で世間から批判を浴びることがないよう､

今後薬剤師の業務に対する広報活動を強化し､ ま

た中医協などで誤解を生じることがないように対

応を図っていくとの方針を示しておりますが､ 我々

も機会あるごとに地域住民に対し､ 日ごろ行なっ

ている薬剤師業務が薬の受け渡しだけでなく､ 服

薬指導を伴った患者の側に立った業務であること

を今まで以上にアピールしていかなければなりま

せん｡

本県におきましては､ 現在 ｢健康ライフサポー

ト薬局｣ 推進事業を展開しており､ ４月には約160

の薬局が認定薬局となる予定です｡ この事業は岩

手県と岩手県薬剤師会が､ 地域住民の健康維持に

協力できる薬局を認定し､ 地域住民が安心して健

康についての相談ができる体制を構築するための

取り組みです｡ 当会といたしましても薬剤師業務

を啓発し患者への理解を深める意味で大変重要な

ものと考えており､ 来年度も継続して実施してい

くつもりでありますので会員の皆様方の更なるご

協力をお願い申し上げます｡

本日の臨時総会では､ 来年度の事業計画や予算

など極めて重要な案件について審議していただく

ことになります｡ 皆様方の積極的なご意見を賜り､

有意義な臨時総会にしていただきますようにお願

い申し上げ挨拶といたします｡｣

会 長 演 述
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71番 気仙 横澤臣紀代議員の質問

｢東日本大震災からまもなく丸4年を迎えます｡

被災地においても､ 被災地間の温度差､ 住民間の

温度差は生じているが､ 時間の経過と共につらい

状況を誰にも伝えることができなくなり､ 心の奥

にしまいこんでいる方は決して少なくありません｡

旧市街部の盛り土や災害公営住宅の建築等一見

すると復興が進んでいるようにもみえますが､ 被

災した住民の心境は決して楽観できるものではあ

りません｡ そんな中､ 地域薬剤師会としては､ 地

域住民のためにできることは無いかと模索しなが

ら活動を行っていますが､ 通常の業務と被災地な

らではの業務と並行して行うため､ 考える時間が

取れないこと､ 手をつけることができないことも

多いのが実情です｡

県薬剤師会としても､ 事業計画案 (p58) の一

番として復興支援事業を掲げていただいて､ 被災

地としては､ 常に意識していただいていることに

対して非常にありがたく思っていますが､ このこ

とは理事などの一部が意識して活動できることで

はないはずです｡ 内陸での生活を余儀なくされて

いる被災者も少なくなく､ 未曽有の大災害の被災

県として､ 是非県内全ての薬剤師でこのことを考

えていただきたいと願っています｡

昨年度も質問させていただいたことではありま

すが､ 地域薬剤師会単独ではできないこと､ 考え

が及ばないことがたくさんあると思うので､ 具体

的にどのようなことを検討されているか伺いたい

と思います｡｣

熊谷専務理事の回答

｢復興支援事業を担当している熊谷です｡ 県薬

では震災後平成24年度から東日本大震災津波で被

災した地域に対して､ 復興の支援をすることを目

的として復興支援事業をスタートしました｡ まず､

沿岸地域のニーズを探り､ それに則った形で進め

ることを基本としてきました｡ その中でも､ 気仙､

釜石､ 宮古地域での仮設住宅団地での薬の使い方

の講演会の開催に対して､ その際の資料の提供を

県薬で行いました｡ また､ 地域によって多少違い

がありますが､ その際にかかる経費を負担してき

ました｡ 今年度は､ 会員向けへの講習会について

の支援も行ってきました｡ それから岩手県では震

災後に被災地での医療従事者が必要になることか

ら､ 県の予算ではありますが､ 被災地での薬剤師

確保事業を行っています｡ これは､ 即座に薬剤師

の雇用を確保するものとはなりにくいですが､ 将

来薬剤を確保していくことを目標に進めているも

のであります｡

そのようなことを進めてきましたが､ 復興に関

しては､ それぞれの地域で取り組みたいこと､ や

らねばならないことがあると思います｡ そのニー

ズを把握しながら進めることとしていますので､

これからもこれまでと同様､ それぞれに役割分担

をしながら取り組んでいきたいと考えています｡

各地域で企画するものがあれば､ 遠慮なく県薬に

声をかけていただきたいと思っています｡ こちら

としても受け身ではなく足を運んで地域の実情を

把握しながら一緒に考えていきたいと思っていま

す｡ また､ 昨年も宮城県薬とともに取り組んだこ

とがありますが､ 他県の被災地とも連絡をとりな

がら､ こちらからも提案できることを探していき

たいと考えております｡

この場をかりてのお願いがあります｡ 岩手県医

師会では､ 高田診療所について来年度も引き続き

診療することを理事会で決定したと聞いておりま

す｡ つまり､ 来年度も勤務する薬剤師を派遣して

いくことになります｡ これについては､ 気仙薬剤

議案第３号 岩手県薬剤師会平成27年度事業計画 (案)に対する質疑内容
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師会の皆さんにご負担をおかけしているのですが､

内陸からの支援について､ あまり遠くからの派遣

となると交通費など医師会に負担をかけることに

なります｡ できれば盛岡以南の地域からのご協力

をお願いしたいところであります｡ どうかご協力

をお願いします｡｣

畑澤会長による補足説明

｢今の回答に補足したいと思います｡ 震災から4

年が経過し､ 被災地の方々には､ ｢あの震災が忘

れられているのではないのか｣ という心配がある

のだと思います｡ 是非皆さん方でそれぞれの地域

のなかでことあるごとに考え､ 議論していただき

たいと思います｡ また､ 地域だけではできないと

いうこともあります｡ そういうものは県薬にあげ

てもらいたい｡ そういうものを国や､ 県や医師会

にあげて検討していくことが県薬の仕事だと考え

ています｡ そのために地域薬剤師会会長会議とい

うものを開催しています｡ この会議のなかでは､

各地域にあるデータを提示していただき､ それを

共有して皆で検討していくことを進めていきたい

と思っています｡ また､ 高田診療所についても今

は派遣をしていますが､ ４年にもなると県も予算

の面も考えていかねばならなくなってきます｡ 盛

岡以北からの派遣というと経費もかかることです

ので､ 県の中央部あるいは県南部の先生方にもう

少し派遣を考えていただければと思います｡ 医師

会でも同様なことを考えているようです｡ ご協力

をよろしくお願いします｡｣

70番 大坂敏夫代議員による質問

｢健康情報拠点事業について質問いたします｡

これは厚生労働省が提言をしたことで､ 予算的な

ことも含め活動を余儀なくされているわけであり

ますが､ もともと院外処方せんが急増する前の薬

局では当たり前の機能であり､ 薬局・薬剤師が

｢自ら放棄｣ した機能ではないかと考えます｡ 世

間に求められる機能としても重要な事業でありま

すが､ 主として処方箋調剤を行う目的で開設した

多くの薬局にとって､ 対応が難しいというのは本

音ではないでしょうか｡ まずは薬局・薬剤師の資

質を向上し､ ハード面での整備を図ることになる

と思いますが､ 世間一般への周知をどのように行っ

ていくのか伺いたいと思います｡｣

熊谷専務理事の回答

｢まず､ 病院の先生方もおられるので､ この事

業について若干ご説明申し上げます｡ 国としては､

薬局の機能が院外処方せんを持参する患者に対す

ることに偏重しているのではないか､ ということ

を危惧し､ かつてのように地域住民の健康相談が

できる施設として貢献して欲しいと考え､ ｢薬局

薬剤師を活用した健康推進事業｣ という形で2014

年度予算で各都道府県において県薬が県からの委

託を受けて行うこととしたものであります｡ ちな

みに来年度も継続することとして県では予算建て

をしております｡

これについて日本薬剤師会では､ この事業で薬

剤師職能をして地域の医療・保健に貢献する薬局

の姿を世間に示していく､ 薬剤師の職能を発揮す

る施設として､ 薬局の様々な貢献を示していくと

いうコメントを出しています｡

岩手県薬剤師会としても日本薬剤師会と目指す

方向は同じだと考えています｡ ｢健康ライフサポー

ト薬局認定事業｣ と､ ｢患者一人一人に対する服

薬支援事業｣ の二つの事業を行うこととし､ 岩手

県から事業を受託して進めているところでありま

す｡ ２月末までに各薬局から報告をいただき､ 今

年度中にまとめていくことと考えています｡

このような事業ですが､ 質問はこれをどのよう

に県民に対して周知していくか､ という趣旨であっ

たかと思います｡ 事業のスタートは10月30日でし

た｡ これを年度内にまとめる必要があったため､
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今年度は地域への周知というところまでは計画で

きませんでした｡ 県からも周知することまで計画

して欲しいとは要望されていましたが､ なにも実

績が形になっていないところで周知まで計画する

ことは難しいと考え､ 今年度についてはまずは認

定作業までとしました｡ 来年度も継続すると言わ

れておりますし､ 県からも県民への周知を進める

よう要望されております｡ まだ､ 具体的にはなっ

ていませんが､ 今考えていることは､ ｢健康ライ

フサポート薬局｣ を宣伝するためのポスターを作

成中であり､ これを認定された薬局はもちろんで

すが､ できるだけ多くの施設に配布し､ 県民の目

につくように進めていきたいと考えています｡ 新

聞広告なども含めて検討してまいりたいと考えて

いますが､ ご質問いただいたところではあります

が､ 皆さんからもこれについての多くのアイデア

を頂戴したいと考えておりますので､ 随時連絡を

よろしくお願いします｡ 各地域で研修会を企画し

ていただき､ 私自身講演してあるきましたが､ 本

当に薬局が岐路に立たされているということを痛

感しております｡ 薬局薬剤師の役割をしっかり認

識して､ 県民の方々が積極的に活用していただけ

るような存在になるように一人一人が積極的に意

識改革と行動を行っていく必要があると考えます｡

そのためにも､ 皆さんにお示しできるような内容

を県薬としても､ また保険薬局部会としても考え

ていく必要があると思います｡ 自分の薬局はOTC

を置いていないから関係ない､ というようなこと

ではなく､ 一人一人がこの現状を打破するために

積極的になることが重要だと思います｡｣

畑澤会長による補足説明

｢日薬総会でも､ 机上の空論ではないか､ 今調

剤薬局中心にやっていて､ スペースもないし登録

販売者もいない､ 色々なマイナス思考の意見も出

されましたが､ では､ 仕方ないとして今のままで

やっていけるのかというと､ 処方箋枚数は微増だ

が薬局数が減っていくということが今後考えられ

ます｡ わかってはいるが､ マンパワーもスペース

もない､ というのが本音だと思います｡ しかし､

今スグに売り場を変えることを言っているのでは

なくて､ 皆さん方の頭の中に将来的なビジョンを

考えていただき､ もしそういうことになったらど

うするのかという取り組みから始めていただいて

できる範囲でできる薬局から始めていただきそう

いうものが拡がって行けばよいものだと考えてい

ます｡ 現状を見ますと､ これに切り替えていくこ

とは大変だと思います｡ でも変えていかなければ

ならないものであります｡｣
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一般社団法人岩手県薬剤師会 平成27年度事業計画

平成27年度は新法人となって3年目を迎える｡ 近年､ 県民の医療に対する知識の普及や意識の変化に伴

い､ 医療提供体制の更なる充実が求められており､ 国からも､ 従来の病院完結型医療から､ 在宅､ 介護医

療の推進・連携といった地域完結型の医療への一層の移行､ 推進を求められている｡ 岩手県薬剤師会とし

ても､ 薬剤師の医療における専門職としての使命と役割を明確にし､ 医療及び国民の健康に広く貢献する

ことを目標に活動を行っていきたい｡ 特に､ 昨年度から厚生労働省が提言している ｢薬局・薬剤師を活用

した健康情報提供推進事業｣ において､ 本県では従来の薬剤師会認定薬局とまちかど相談薬局の役割を併

せ持った ｢健康ライフサポート薬局養成事業｣ と残薬を減らすための ｢服薬管理支援推進事業｣ を行なっ

ているが､ これらの事業は地域完結型医療における薬剤師の役割として､ 薬局におけるセルフメディケー

ションを推進するための重要な事業であり､ 薬局を地域に密着した健康情報の拠点とし､ 一般用医薬品等

の適正使用はもちろんのこと､ 禁煙支援､ 自殺防止､ アンチ・ドーピング､ 在宅医療など地域における広

い範囲での助言､ 健康相談､ 情報提供等の役割を果たすべき事業であることから今後なお一層の推進を図っ

ていく｡

また､ 団塊の世代が75歳以上となる2025年には認知症高齢者の増加が見込まれることから､ 高齢者が重

度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよう､

住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される ｢地域包括ケアシステム｣ の構築を実現する

ことが望まれている｡ 厚生労働省の検討会では､ チーム医療において薬剤の専門家である薬剤師が主体的

に薬物療法に参加する事が医療安全の観点から非常に有益であるとの意見が出されており､ 県薬としても

病院薬剤師会及び多職種との連携を大切にし､ お互いの立場を尊重しつつ協力体制を深めていきたい｡

地域薬剤師会会長協議会は､ 県薬が地域薬剤師会と共同して活動を行っていく上で､ また各地域の実情

を把握しながら県薬との連携を深めていくためにも重要な会議であることから､ 来年度は今までの開催状

況や内容を踏まえてさらに充実したものにするため努力していく｡

薬学生の病院・薬局における長期実務実習は来年度で6年目を迎えるが､ 今後の新コアカリキュラムへ

の対応のため､ これまでの実習受入経験を基に大学側との連携を深めるとともに､ 受入体制の整備や指導

薬剤師の養成､ スキルアップのための研修等を効果的に検討・実施していくことが必要である｡ また､ ６

年制薬剤師養成教育を修了した薬剤師の就職活動に対しても､ 現在の薬剤師不足を解消するため積極的に

本県への定着を促進させる取組みを行っていかなくてはならない｡

本会が継続して行なっている ｢県民健康講座みんなの薬の学校｣ などの事業は､ 県民にとって身近な講

座として定着しつつある｡ また最近社会問題化している危険ドラッグ等の違法薬物の乱用防止についても､

従来から実施している小・中学校､ 高校における ｢薬物乱用防止教室｣ を通じ幅広く啓発していくことが

必要である｡ さらに岩手県自殺対策アクションプランによるゲートキーパーの養成や身近に迫っている岩

手国体を見据えてのアンチ・ドーピング活動などにおいても薬剤師へ寄せられる期待は大きなものがあり､

これら従来からの事業についても今後継続して取組んで行く必要がある｡ また､ 来年度は東日本大震災か

ら5年目を迎える事になるが､ 被災地においてはまだまだ復興の途中であり､ これからも薬剤師会として

の支援活動は継続していかなければならない｡

以上は､ 広く県民に対して薬剤師の職能を周知し､ 果たすべき役割や責務についての理解を得るための

ものであり､ 今後とも積極的な広報活動の充実を図っていかなければならない｡ これらの点を踏まえて本

会は､ 日本薬剤師会および地域薬剤師会との連携のもと､ 県民の健康な生活の確保・向上に寄与すること

を目的として､ 定款第４条に基づき以下の事業を行う｡
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１. 東日本大震災津波復興支援

(1)被災地薬剤師確保事業の実施

(2)高田診療所への薬剤師派遣協力

２. 薬剤師養成のための薬学教育への対応

(1)薬学生実務実習受入体制・指導体制の充実・

強化

(2)大学及び関係団体との連携強化

(3)新規薬剤師の開拓

３. 生涯学習の推進

(1)新たな生涯学習システム (JPALS) への対

応

①生涯教育学習インストラクターの養成

(2)日本薬剤師研修センター等との連携・協力

４. 薬剤師・薬局機能の充実及び医療安全対策の

推進

(1)医薬分業に係る質的向上対策

①適正な保険薬局業務の実施

②調剤報酬請求事務の適正化

③薬局における医療安全体制の徹底

④調剤過誤対策への取り組み

⑤DEM事業への参加

(2)医薬品等の適正使用対策

①医薬品等の適正使用の推進

②後発医薬品の使用促進

(3)かかりつけ薬局の推進と定着

(4)薬局・薬剤師を活用した健康情報拠点推進

事業への取組み

①健康ライフサポート薬局の養成

②患者一人ひとりに応じた服薬管理支援推進

事業

(5)｢薬と健康の週間｣ への対応

(6)一般用医薬品販売への対応

①リスクの程度に応じた情報提供と相談応需

のための環境整備

②一般用医薬品の適正使用の普及・啓発

③セルフメディケーションの推進

５. 公衆衛生・薬事衛生への対応

(1)学校薬剤師活動の推進支援

(2)健康増進関連事業啓発のための資材作成と

提供

(3)健康いわて21プラン関連事業への協力

(4)自殺予防対策への協力・対応

①ゲートキーパーの養成

(5)県民健康講座 ｢みんなの薬の学校｣ の実施

(6)薬物乱用防止啓発活動の推進

①危険ドラッグ防止の啓発

(7)アンチ・ドーピング活動及びスポーツファー

マシスト養成事業への協力

(8) ｢希望郷いわて国体｣ への協力

６. 地域医療・介護への取組み強化

(1)岩手県保健医療計画に基づいた医療連携体

制への積極的な参画

(2)在宅療養推進アクションプランの推進

(3)在宅事業に関する他業種との連携

(4)チーム医療における薬剤師業務の拡充

(5)フィジカルアセスメントへの取組み

７. 病院･診療所勤務薬剤師部会の活動の充実

(1)薬物療法の質の向上と安全確保に向けた取

組み

(2)入院患者持参薬の薬学的管理に向けた取組

み

(3)６年制薬剤師の処遇改善に向けた取組み

(4)病院における薬剤師の病棟業務への取組み

８. 薬薬連携の推進・強化

(1)お薬手帳の周知と活用推進

(2)内服薬処方せんの記載方法の標準化に向け

た取り組み

(3)妊婦・授乳婦とくすり啓発活動の推進

(4)退院時服薬情報提供に関する連携

９. 非常時・災害対策活動への取組み

(1)災害時等における医薬品等の確保・供給の

あり方の検討

(2)災害時の救援活動等への対応

(3)岩手県総合防災訓練への参加

(4)緊急連絡網の整備・充実・訓練

10. 医薬品等試験の実施

(1)溶出試験法による医薬品の品質評価とその

活用

(2)全国統一試験の実施等による精度管理

(3)検査センター技術職員の研修
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11. 組織・広報活動の推進

(1)職種部会および委員会活動の推進

(2)地域薬剤師会活動の支援

①地域薬剤師会会長協議会の開催

(3)会誌イーハトーブの発行

(4)岩手県薬剤師会ホームページの管理･運営

①ホームページの全面改訂

(5)会員拡充対策の推進

(6)薬剤師職能および本会事業の広報ならびに

周知

(7)関係機関および団体との連携・協力

12. 会営事業の充実

(1)検査センター

検査技術の向上により､ 水準の高い分析結

果を提供し､ 県民の環境衛生へ寄与する営

業活動の充実により得意先を拡大し､ 経営

基盤の安定化を図る

(2)内丸薬局

備蓄センター機能の充実とともに､ 薬局業

務の質を高め､ 地域保健医療へ貢献する岩

手医大医療センター建設後の対応を検討す

る

(3)くすりの情報センター

正確な情報提供に努め､ 薬の正しい知識の

啓発を行うことで県民の健康の増進を図る

会員からの質問及び情報提供要請に応える

13. その他本会の目的達成のために必要な事業
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平成27年度岩手県薬剤師会歳入・歳出予算について

平成27年度当初予算
2015年４月１日から2016年３月31日まで
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平成27年度当初予算
2015年４月１日から2016年３月31日まで
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会務報告

月 日 曜 行 事 ・ 用 務 等 場 所 参 加 者

２

月

４日 水 第10回常務理事会 岩手県薬剤師会館

５日 木 H26年度第２回岩手県認知症施策推進会議 エスポワールいわて 熊谷

H26年度第２回健康いわて22プラン推進協議会 プラザおでって 熊谷

６日 金 岩手県後期高齢者医療協議会 水産会館 熊谷

11日 水 生涯学習担当者全国会議 富士・国保連ビル 八巻

12日 木 公衆衛生・薬事衛生担当者全国会議 富士・国保連ビル 宮手､ 高林

13日 金 アンチ・ドーピング委員会 岩手県薬剤師会館

第８回岩手県災害拠点病院連絡協議会 岩手医大矢巾キャンパス 熊谷

15日 日 病院薬局実務実習東北地区調整機構第41回会議 ホテルJALシティ仙台 会長

薬局実務実習受入に関する東北ブロック会議 ホテルJALシティ仙台 会長､ 三浦､ 金野

17日 火 岩手県医療審議会・医療計画部会 エスポワールいわて 会長

20日 金 社保医療協議会岩手部会 東北厚生局岩手事務所 畑澤 (昌)

21日 土 第84回日薬臨時総会 (～22日) ホテルイースト21東京 会長､ 宮手､ 齊藤

24日 火 二戸地域薬剤師会研修会 講師；熊谷

25日 水 久慈地域薬剤師会保険薬局部会研修会 ケアサポート・ホソタ 講師；熊谷､ 本田

26日 木 H26年度学校保健課題解決支援事業第２回協議会 県庁 宮手

27日 金 H26年度第２回薬事情報センター実務担当者等研修会 富士・国保連ビル 高橋 (菜)

医療総合相談体制運営委員会 県庁 熊谷

第11回保険薬局部会役員会 岩手県薬剤師会館

３

月

３日 火 第11回常務理事会 岩手県薬剤師会館

４日 水 学校薬剤師部会全国担当者会議 富士・国保連ビル 宮手､ 畑澤 (昌)

５日 木 広報・情報システム委員会 岩手県薬剤師会館

７日 土 岩手医大 H26年度学内企業セミナー 岩手医大矢巾キャンパス 宮手､ 熊谷

８日 日 第66期臨時総会 岩手県水産会館

10日 火 花巻空港台湾へのアウトバウンド連絡会幹事会 エスポワールいわて 藤谷

14日 土 地域在宅医療､ 薬局薬剤師を活用した健康情報拠点推進事業等担当者全国会議 TKP市ヶ谷カンファレンスセンター 熊谷､ 八巻

薬乱防止と危険ドラッグに関する研修会 盛岡市立病院

15日 日 H26年度地域薬剤師会アンチ・ドーピング担当者会議 岩手県薬剤師会館

17日 火 調剤過誤対策委員会 岩手県薬剤師会館

19日 木 社会保険指導者研修会 フクラシア東京ステーション 畑澤 (昌)､ 東

編集委員会 岩手県薬剤師会館

23日 月 医薬分業指導者協議会 厚生労働省講堂 村井

25日 水 生涯教育推進委員会 岩手県薬剤師会館

26日 木 第１回岩手県在宅医療推進協議会 県民会館 村井

27日 金 社保医療協議会岩手部会 東北厚生局岩手事務所 畑澤 (昌)

岩手県防災会議 エスポワールいわて 熊谷

第12回保険薬局部会役員会 岩手県薬剤師会館

菊地徳雄氏叙勲祝賀会 ホテル千秋閣 会長

28日 土 第８回理事会・第５回地域薬剤師会拡大会長協議会 岩手県薬剤師会館

非常時・災害対策委員会 岩手県薬剤師会館

29日 日 保険薬局研修会 マリオス
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理事会報告

第９回常務理事会

日時：平成27年２月４日 (水) 19：00～21：00
場所：岩手県薬剤師会館

協議事項� 平成27・28年度代議員選挙の実施について� 第66期臨時総会について� 第66回東北薬剤師会連合大会への対応につい
て� 岩手県医師会高田診療所への対応について� 薬剤師のためのフィジカルアセスメント研修
について� 地域医療介護総合確保基金を活用した事業提
案 (医療分) について� 指定地方公共機関の指定および岩手県防災会
議委員について� 岩手県在宅医療推進協議会委員の推薦につい
て

� ｢希望郷いわて国体・希望郷いわて大会｣ へ
の募金・協賛について

報告事項� 会務報告と今後の予定について� 東北六県会長・日薬代議員合同会議について� 被災地薬剤師確保事業の進捗状況について� 薬局等健康情報拠点推進事業の進捗状況につ
いて� 実務実習受入対策委員会から� 在宅医療推進委員会から

第10回常務理事会

日時：平成27年３月３日 (水) 19：00～21：00
場所：岩手県薬剤師会館

協議事項� 第66期臨時総会の進行等について� 第66回東北薬剤師会連合大会への対応につい
て� 平成26年度行事予定について� ｢高田診療所対応に関する検討会｣ について

報告事項� 会務報告と今後の予定について� 日本薬剤師会第84回臨時総会について� 平成26年度公衆衛生・薬事衛生全国担当者会
議について

� 病院・薬局実務実習東北地区調整機構第41回
会議について� 平成26年度薬局実務実習受入に関する東北地
区ブロック会議について� 薬局等健康情報拠点推進事業の進捗状況につ
いて� 健康いわて21プラン推進協議会について� 岩手県認知症施策推進会議について� 岩手県災害拠点病院連絡会議について� アンチ・ドーピング委員会について

第８回理事会及び第５回地域薬剤師会会長協議会

日時：平成27年３月28日 (土) 14：30～16：00
場所：岩手県薬剤師会館

協議事項� 会務報告と今後の予定について� 第66期臨時総会について� 生涯学習担当者全国会議について� 岩手県薬剤師会賞の推薦について� 薬剤服用歴の記載状況自主点検の調査結果に
ついて� 平成26年度被災地薬剤師確保事業について� 平成26年度薬局等健康情報拠点推進事業につ
いて� 岩手県医師会高田診療所への対応について� 岩手県の人事異動について� 被災地血圧適正管理推進事業における岩手県
版血圧管理手帳について� その他

理事会協議事項� 平成27年度行事予定について� 第67期定時総会について� 第66回東北薬剤師会連合大会について� 平成27年度被災地薬剤師確保事業について� 生涯教育研修会の開催について� その他
会長協議会協議事項� 平成27年度の県薬事業について
・薬局等健康情報拠点推進事業
・高田診療所への対応
・岩手国体への対応� 次期調剤報酬改定に向けた意見・要望につい
て� その他
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委員会の動き

アンチ・ドーピング委員会から

アンチ・ドーピング委員会 本田 昭二

先日､ 群馬県で開催された ｢2015ぐんま冬国体｣
における､ 岩手県勢の躍進は､ 目を見張るものが
あり､ 来年へ期待を持たせるものでありました｡
｢希望郷いわて国体｣ は､ 冬・秋の完全国体で

すので､ 開催まで１年を切ったということになり
ます｡ 当会では､ いわて国体を支えるべく､ ロー
ドマップを作成し､ それに沿った活動を行ってい
ます｡

特に､ 県内10の地域薬剤師会単位での研修会開
催に当たっては､ 各地域の会長はじめ､ アンチ・
ドーピング担当者にご尽力いただき感謝申し上げ
ます｡ 国体開催県の薬剤師の役割について会員の
皆さんに直接説明できたことは､ 非常に大きいと
感じています｡
平成27年度は､ さらに具体的な活動を行ってい
きたいと考えています｡

まずは３月15日 (日) に､ 地域薬剤師会のアン
チ・ドーピング担当者に集まっていただき､ 現在
の進捗状況の共有と今後の活動についての情報交
換を行うとともに､ ドーピングに関する相談への

対応について実践演習を行うこととしています｡
それを踏まえて､ 担当者の皆さんには､ 各地域
で伝達研修会を開催していただき､ 会員への周知
を図るとともに実践的な演習を行うことで､ 相談
応需体制を作っていきたいと考えています｡
ドーピングに関する相談応需に関連して､ 岩手
県薬剤師会では､ Eメールを活用したドーピング
ホットラインを構築します｡
これにより､ 大会期間前・期間中の相談対応の
バックアップ体制が整備されることになりますの
で､ 会員の皆さんも安心してドーピング相談を応
需していただきたいと存じます｡
また､ 国体開催期間中における競技会場の ｢ドー
ピング防止啓発ブース｣ の設置も具体的に検討し
ていかなければなりません｡
日本アンチ・ドーピング機構 (JADA) では､

今年から､ 国体に対して方向性を変えた広報活動
を展開すると言われていることから､ 薬剤師会主
催の啓発ブースの役割は､ これまで以上に重要に
なると予想しています｡
県内外の選手・関係者､ 国体観戦者､ そして､
国体開催に関わる行政や機関・団体に､ 薬剤師の
職能のひとつである ｢アンチ・ドーピング活動｣
をアピールする絶好の機会でもありますので､ スポー
ツファーマシストのみならず､ 岩手県薬剤師会会員
一丸となって､ 対応していきたいと思いますので
何卒ご協力の程よろしくお願い申し上げます｡

＜お詫び＞
平成27年度にJADA公認スポーツファーマシスト養成基礎

講習会を岩手で開催予定であると案内してまいりましたが､
先般､ JADAから､ ｢平成27年度の基礎講習会は､ 中央講習会
(東京､ 京都) のみ開催する｡ (次年度国体開催県である) 岩
手においては､ スポーツファーマシスト対象としたスキルアッ
プ講習会を開催したい｣ 旨の連絡がありました｡ 岩手での基
礎講習会受講を考えておられた皆様には､ お詫びして訂正を
させていただきます｡

2016年希望郷いわて国体｣ 開催まで１年

国体までのロードマップ (平成26年度)

・地域薬剤師会単位の研修会開催を要請し､ 講師
を派遣
・アンチ・ドーピング研修会 (啓発講座講師養成)
・ ｢ドーピングホットライン｣ システム構築
・ ｢アンチ・ドーピング啓発ブース｣ 検討
・リーフレット・ポスター・チラシ等の啓発グッ
ズの作成
・スポーツファーマシスト連携強化
＜25年からの継続活動＞
・県国体準備局との連携
・選手指導者への啓発
①体育協会との連携
②学校薬剤師活動
③スポーツファーマシスト活動

国体までのロードマップ (平成27年度)

・地域薬剤師会単位の研修会開催を要請
テーマ ｢ドーピング相談への対応｣

・ドーピングホットライン開設
・アンチ・ドーピング啓発ブース担当者決定
・宿泊施設等への啓発
・救護所医薬品チェック
・医師会等関係機関・団体との連携
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健康いわて21推進委員会から

岩手県薬剤師会専務理事 熊谷 明知

岩手県薬剤師会が､ 岩手県からを受託している

｢薬局等健康情報拠点推進事業｣ では､ ｢健康ライ

フサポート相談薬局｣ 認定制度の構築を行い､ 今

般､ 170薬局を ｢健康ライフサポート薬局｣ とし

て認定いたしました｡ (別掲)

｢170｣ という数字を､ 県や国がどのような評価

をするかわかりませんが､ 実務を担当した立場か

らしますと､ 昨年12月末に関連資材を送付させて

いただいてから､ 実質２ヶ月というわずかな期間

での申請ということを考えると､ 良いスタートが

切れたのではないか､ と感じています｡

また､ 認定要件の中で､ 所属する薬剤師が該当

するテーマの研修を受講していることとされてお

り､ 多くの薬局が申請要件を満たすためには､ 県

薬主催の研修会だけは難しいわけですが､ 地域薬

剤師会が各種研修会を企画・開催いただいことで､

申請できる環境を整えることができました｡ 心よ

り感謝申し上げます｡

本事業については､ 継続実施されることから､

さらに認定申請する薬局が増えるように､ また､

今回認定された薬局が更新できるようにしていか

なくてはなりませんので､ 地域薬剤師会におかれ

ましては､ 引き続きご協力をお願い申し上げます｡

平成27年度は､ ｢ライフサポート薬局｣ につい

て､ 県民に広く周知・広報させていただくことと

していますので､ 認定薬局におかれましては､ 来

局者の相談に対応いただきますようお願いします｡

薬局・薬剤師は､ 地域住民の全ての医薬品等の

供給を通して､ 専門家として､ きめ細かな医療・

介護への支援､ 住民の健康づくりにおいて気軽で

身近な存在として信頼されその担い手になりうる

時代に向けて､ 地域に根ざす薬局づくりを目指す｡

そのためには､ 一人ひとりの積極的な意識改革と

行動が求められています｡

社会からの要請・期待に応えるために､ 地域か

ら必要とされるために､ 県薬では事業を進めてま

いりますので､ ご理解とご協力お願い申し上げま

す｡

※本事業につきましては､ イーハトーブ第47号及

び県薬ホームページに掲載しております｡

【健康ライフサポート薬局｣ 認定制度実施要領】
(目 的)
県民のセルフメディケーション (専門家の適
切なアドバイスのもと､ 身体の軽微な不調や軽
度な症状を自ら手当てすること) 推進のために､
一般用医薬品等の適正な使用に関する助言や健
康に関する相談､ 情報提供を行う等､ 薬局・薬
剤師が地域に密着した健康情報の拠点として活
動することを目的とする

【健康ライフサポート薬局】平成27年３月16日
地 域 認定薬局数 会員保険薬局数 認定率[%]

盛 岡 ７２ 221 32.58

花 巻 １２ 66 18.18

北 上 １７ 45 37.78

奥 州 ２３ 51 45.10

一 関 ４ 52 7.69

気 仙 ６ 26 23.08

釜 石 ９ 20 45.00

宮 古 ９ 28 32.14

久 慈 １０ 18 55.56

二 戸 ８ 21 38.10

計 １７０ 548 31.02

｢健康ライフサポート薬局｣ を認定しました！
～平成26年度岩手県 薬局等健康情報拠点推進事業～
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健康ライフサポート薬局 (27.３認定)
盛 岡 市 紫 波 町 一 関 市

あさがお薬局 ファミリー薬局 菅原薬局
あたご薬局 岩 手 町 平 泉 町
油町薬局 オーロラ薬局沼宮内店 あすか薬局
アヤメ薬局 ヤナギサワ薬局 大船渡市
アロハ調剤薬局 八幡平市 アイン薬局大船渡店
エメラルド薬局 スマイル薬局 気仙中央薬局
エメラルド薬局仙北店 矢 巾 町 つくし薬局猪川店
エメラルド薬局緑が丘店 こずかた薬局やはば つくし薬局細浦店
おおたばし調剤薬局 すばる薬局 ひので薬局
オーロラ薬局 花 巻 市 りあす薬局
おやまだ薬局 あさひ薬局センター店 釜 石 市
会営・内丸薬局 小田島薬局 きらら調剤薬局
かがの調剤薬局 おたや町薬局 中田薬局
銀河薬局 かなん薬局 中田薬局上中島店
銀河薬局開運橋店 銀河薬局太田店 中田薬局松倉店
クローバー薬局 たかき薬局 はまゆり調剤薬局
公園通薬局 パール薬局 ハロー薬局
こずかた薬局 花北薬局 まつくら調剤薬局
こすもす薬局 花調きたまん薬局 大 槌 町
こなん薬局 フロンティア薬局石鳥谷店 菊屋薬局
こんや町薬局 ゆぐち薬局 つくし薬局大町店
菜園薬局 ゆもと薬局 宮 古 市
さかな町薬局 北 上 市 あすなろ薬局
さんぺい薬局 おおぞら薬局 健康堂薬局小山田店
下小路薬局 オレンジ薬局 つくし薬局磯鶏店
下ノ橋薬局 かえで薬局 ポプラ薬局
しんせい薬局 きたかみ中央薬局 みなとや調剤薬局
スタイル薬局 銀河薬局北上店 宮古調剤薬局
すばる薬局永井店 コノハ薬局 山 田 町
すみれ薬局 さくら調剤薬局 クローバー薬局飯岡店
前九年薬局 さわやか薬局 船越菊屋薬局
そうごう薬局盛岡中央通店 すくらむ薬局北上店 山田中央薬局
そうごう薬局盛岡中央通西店 すずらん薬局 久 慈 市
そうごう薬局盛岡つなぎ店 つくし薬局大堤店 菊屋薬局
第一薬局 とんぼ薬局 菊屋薬局荒町店
たんぽぽ薬局桜城店 ぴーす薬局 クイーン薬局
調剤薬局シオン ひまわり薬局 サンケア薬局県立久慈病院前店
月が丘薬局 ファースト調剤薬局 中央薬局
天神町薬局 まごころ薬局 ハーモニー薬局
東大薬局 西和賀町 ホソタ薬局
どんぐり薬局たかまつ 西和賀すみれ薬局 みどり薬局
どんぐり薬局材木町 奥 州 市 野 田 村
ながい薬局 いちご薬局 伊東薬局
永井中央薬局 うさぎ調剤薬局 普 代 村
中津川薬局 江刺調剤薬局 �橋薬局
中ノ橋薬局 及川薬局 二 戸 市
なかのユニオン薬局 及川薬局けいとく店 アイン薬局浄法寺店
なごみ薬局 吉小路調剤薬局 あかまつ薬局
ひばり薬局 すみれ薬局 カシオペア調剤薬局
ポプラ薬局 すみれ薬局マイアネ店 木いちご薬局
本町薬局 たんぽぽ薬局 つくし薬局二戸店
まごころ薬局 調剤薬局桜屋敷ファーマシー 堀野調剤薬局
みずほ薬局月が丘 つくし薬局前沢店 一 戸 町
みつばち薬局 仁衛堂薬局 つくし薬局一戸店
むかいなかの調剤薬局 ふれあい薬局 めぐみ薬局
村源薬局 フロンティア薬局前沢店
薬局ポラリス ミズサワ薬局前沢店
ユニオン薬局 水沢センター薬局
ヨシダ調剤薬局 水沢調剤薬局
リード薬局 みどり薬局佐倉河店
リーフ薬局 みどり薬局寺小路店
レインボー薬局 みどり薬局西町店

雫 石 町 みどり薬局不断町店
菊屋薬局 むつみ薬局
銀河薬局雫石店 りんどう薬局

滝 沢 村 一 関 市
あおぞら薬局 錦袋堂一の町薬局
キリン薬局 こぶし薬局
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在宅推進委員会から

ファースト調剤薬局 伊藤 貴文

ファースト調剤薬局では､ 現在40名程の在宅患

者さんを支援しており､ 在宅専門医からの依頼を

中心に６つの医療機関より訪問依頼を受けていま

す｡ 在宅業務を初めて３年､ 日々､ 患者さんのた

めに何ができるのか､ 他職種の方の役に立つには

どうしたらよいのか試行錯誤しております｡ そこ

で今回､ 訪問業務を通じて実感したこと３つ､ 往

診同行による薬剤師の関わりと､ 在宅医療連携シ

ステムの有用性､ 多職種連携の手法であるケアカ

フェついて紹介したいと思います｡

【往診同行による薬剤師の関わり】

医師の往診同行では､ グループホームに入所さ

れている利用者４名に対して行っています｡ 医師

が到着する前に薬剤師が入り､ 残薬､ 薬の効きめ､

状態変化などの様子をチェックしています｡ 先日

の例を紹介すると､ 患者さんに２週間前から目脂

のためクラビット点眼の処方が出ていました｡ 医

師が来る前に様子を見ると､ 目脂は大分良くなっ

ていました｡ 診察が終わった後､ 『先生､ 最後に

目を診てください｡ 薬の継続有無のご検討をお願

いします』 と提案したところ､ 医師から 『改善し

ていますね｡ 今回から中止してください』 と言わ

れ､ 薬の適正処方に協力することができました｡

その場で医師と直接話し合いができるので､ 処方

設計もスムーズに行きますし､ 医師からの必要性

も感じながら参加させていただいております｡

【在宅医療連携システムの活用について】

クラウド型在宅医療連携システム [ゆい] を利用

し､ 多職種が患者の情報を共有しています｡ 盛岡

の在宅チームが作ったシステムをお借りしており､

プライバシーに配慮して担当している患者さんの

情報だけが閲覧､ 書き込みができるようになって

います｡ 医師が訪問した後､ 状況を記載していた

だけるので､ 処方意図を理解してから訪問指導に

行くことができます｡ 医師以外にも､ 訪問看護師

さんや訪問リハさんの書き込みをいただき､ 大変

参考になっています｡ さらに､ 写真をアップでき

るので患者さんの状態をイメージしやすくするこ

とも可能です｡

ここで例を挙げると､ 介護施設に薬を届けに行っ

たところ､ 施設職員より今までで一番むくみがひ

どいので見てくれないかという相談がありました｡

押して戻る程度のむくみでしたが､ 写真に撮って､

在宅医療連携システム [ゆい] の書き込みに添付

しました｡ その後､ 先生と電話連絡をして､ ｢心

疾患の既往もないし様子を見よう｣ ということで

したが､ 患者さんと職員さんに安心していただく

ことができました｡ 文字だけの報告書では伝わり

にくいことも､ 写真があると伝わりやすくなりま

す｡ また､ このようなシステムを使うことで､ 患

者の今の情報を共有することができると､ 連携も

スムーズにできると実感しました｡

訪問業務を通じて実感したこと

会

務
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【ケアカフェについて】

北上エリアの在宅専門医､ 訪問歯科医師､ 薬剤

師､ 看護師､ ケアマネージャーをコアメンバーと

して､ 医療者・介護者・福祉者のためのイベント

｢ケアカフェ｣ を定期開催しています｡ 北海道の

旭川市発祥のコンセプトで､ 全国の多職種連携を

サポートするものです｡ カフェのような雰囲気の

中､ ４～５人のグループに分かれて､ テーマに添っ

た会話を楽しむ場｡ 最後に内容を全員で共有し､

色々な意見を持ち帰るのが目的です｡ 2012年､ 旭

川医科大学病院・緩和ケアの阿部泰之先生がはじ

めた試みで､ 現在では全国50カ所以上で開催され

ています｡ 日頃の困りごとの相談はもちろんです

が､ 何より顔の見える関係を作ることが最大の目

的であり､ 基幹病院や行政の関係者にも参加して

いただいています｡ 実際､ 患者さんの家でケアカ

フェに参加した訪問看護師と一緒になった時があっ

たのですが､ 『この間はどうも～』 で始まり､ 患

者さんの今後のケアの話もスムーズに行うことが

できました｡

【さいごに】

これから在宅業務を始めるにあたり､ 色々勉強

することがあるという不安があるかと思います｡

ある開業医はこんなことを言っていました｡ ｢在

宅になった９割以上患者さんは､ 外来でやってい

たことと同じことをしている｣ と｡ つまり薬剤師

も､ 薬局でやっている服薬指導をそのまま自宅で

も同じようにやればよいのだと｡ 現在は自分の薬

局をかかりつけにしてくれている患者さんも､ 時

がたつと足腰が弱くなり薬局に通えなくなる日が

くるかもしれません｡ そんなとき､ いつもお薬を

渡してくれた顔なじみの薬剤師さんが自宅に来て

くれたときは､ 患者さんは必ずこう言ってくれる

と思います｡

会

務
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調剤過誤対策委員会から

会
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学校薬剤師部会から

岩手県学校薬剤師会盛岡支部 小川 和子

平成26年度の活動も残りわずかとなりました｡

２月19日 (木) にアイーナで行われました ｢第

３回研修会｣ について報告いたします｡

～第３回研修会 (平成27年２月19日)～

1) 藻の発生防止策とプール管理のQ＆A

東北東ソー化学㈱ 池田 一彦 氏

目に見えなくても藻があると増えやすくなるた

め､ プール使用開始前の掃除が大切であるという

事と土曜日､ 日曜日のプールの管理法や長期休暇

中の管理法について説明を頂きました｡

2) ｢空気検査の実践｣ について

盛岡支部理事 田川 恵

空気検査の総論から実践に至るまで､ 詳しくお

話しいただきました｡

また､ 炭酸ガス濃度測定器 (ロガー) と検知管

との相違点や利点について､ ロガーの不都合な点

についてもまとめていただきました｡

そして､ 教室の空気環境を良く保つために定期

的な換気や加湿はもちろん､ マスクの着用や手洗

いうがいの励行が､ インフルエンザの予防に有効

な手段となることをお話しいただきました｡

3) ｢危険ドラッグ｣ について

盛岡支部相談役 畑澤 昌美

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究

所 薬物依存研究部の和田清先生の ｢学校薬剤師

が知っておくべき薬物乱用の現在｣ という資料を

基にお話しいただきました｡

乱用薬物の基礎知識や薬物乱用を防止する為に

は生徒､ 児童に対する ｢教育｣ が大切であること､

そして何よりも ｢普通の生活｣ の維持が大切であ

ることをお話しいただきました｡

～第２回研修会の成果～

昨年の10月16日に開催致しました第２回研修会

に参加頂いた学校から､ ｢給食食器の洗浄におい

て､ スポンジによる手洗いが強化されたことによ

り食器の汚れが減った｡｣ という報告が上がって

きております｡

これを期に､ スポンジ洗浄を行う学校・施設が

増えてくることを期待します｡

～盛岡学校薬剤師会へのお誘い～

貴方もなれる学校薬剤師！！

今､ 盛岡学校薬剤師会では会員を大募集致して

おります｡

小学校・中学校・高等学校の他に認定こども園

においても担当薬剤師を置くこととなりました｡

現在､ 紫波町・矢巾町・雫石町・滝沢市・岩手

町・八幡平市・葛巻町では担当薬剤師が不足いた

しております｡

学校薬剤師となるためにまず始めに準会員とし

て研修会に参加して勉強していただきます｡

その後､ 勤務先や自宅の近くの学校を担当して

いただきます｡

最初の一年間は､ 前任薬剤師や役員がサポート

として学校に同行致します｡

分からない事は､ その都度解決しながら進めて

まいりますので､ 尻込みせずにご参加ください！

問い合わせ先

りんどう薬局 本田 昭二� 0197－51－6046

㈱バイタルネット 川目 聖子� 019－638－8720

������������������
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学校薬剤師部会からのお知らせ

副部会長 畑澤 昌美

平成27年度 学校薬剤師関係
大会・講習会等の概要 (予定)

本部会の会務､ 事業の推進につきまして､ 日頃

から格別の御理解と御協力をいただき厚く御礼申

し上げます｡

標記予定をお知らせいたします｡

【日本薬剤師会主催】

・くすり教育研修会

共催：日本薬剤師研修センター

開催概要：平成27年８月～９月

(夏休み期間中に開催予定)

・学校環境衛生・薬事衛生研究協議会

共催：文部科学省､ 開催地教育委員会､

日本学校保健会､ 開催地学校保健会､

開催地薬剤師会､ 開催地学校薬剤師会

開催概要：平成27年11月12日 (木)､ 13日 (金)

宮崎：シーガイヤ

・日本薬剤師会学術大会

主催：日本薬剤師会､ 鹿児島県薬剤師会

開催概要：平成27年11月22日 (日)､ 23日 (祝)

鹿児島：鹿児島市民文化ホール他

・学校薬剤師研修会 (ブロック研修会)

共催：日本薬剤師研修センター

開催概要：札幌市 (内諾済み)

さいたま市 (交渉中)

長崎市 (内諾済み)

・全国学校薬剤師大会

共催：文部科学省､ 日本学校保健会､

開催地教育委員会､ 開催地薬剤師会､

開催地学校薬剤師会

開催概要：平成27年８月～９月

(夏休み期間中に開催予定)

東京都：慶応義塾大学薬学部 (交渉中)

【その他の団体主催】

・薬物乱用防止教育シンポジウム

主催：日本学校保健会

共催：文部科学省

開催概要：全国数ブロックで開催予定

期日､ 場所は未定

・医薬品教育シンポジウム

主催：日本学校保健会

共催：文部科学省

開催概要：全国数ブロックで開催予定

期日､ 場所は未定

・全国学校保健研究大会

主催・共催：文部科学省､ 開催地教育委員会､

日本学校保健会､ 日本体育・学校保健セ

ンター､ 開催地学校保健会､ 開催地薬剤

師会､ 開催地学校薬剤師部会

開催概要：第65回全国学校保健研究大会

平成27年12月３日 (木)､ ４日 (金)

(愛媛・松山市)

・薬物乱用防止教育研修会

アルコール健康教育研修会

主催：健康行動教育科学研究会

共催：厚生労働省､ (公社) アルコール健康医

学協会 (公社) 日本学校保健会

開催概要：

第25回アルコール健康教育研修会

日時・場所未定

第25回薬物乱用防止教育研修会

日時・場所未定

・学校環境衛生研究協議会

開催概要：第５回学校環境衛生研究協議会

日時・場所未定

・平成27年度学校保健会中央大会

主催：日本学校保健会

開催概要：平成27年12月３日 (木)､ ４日 (金)

愛媛：ひめぎんホール

・全国学校給食研究協議会

主催・共催：文部科学省､ 開催地教育研修会､

全国学校給食会連合会､ 開催地給食会他

開催概要：第66回全国学校給食研究協議大会

平成27年11月５日 (木)､ ６日 (金)

高知県高知市：会場未定

2015.02現在

以上
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地域薬剤師会の動き

盛 岡 薬 剤 師 会

副会長 四倉 雄二

東日本大震災から４年が経過しました｡ 改めて
亡くなられた方々のご冥福と被災地の早急な復興
をお祈り申し上げます｡
今年度は診療報酬・調剤報酬改定の年に当たり
慌ただしい年度初めでした｡ 振り返って主な事業
をご報告いたします｡
【総会】
平成26年度盛岡薬剤師会総会が６月14日 (土)
ホテルニューカリーナにおいて開催され､ 例年通
り､ 事業報告・決算報告の後､ 会場から当日計上
された多職種連携を含め19の事業計画と今年度予
算が審議され承認されました｡ 今年度は役員改選
があり､ 高砂子現会長が再選されております｡
また昨年に引き続き､ 復興支援として盛岡薬剤
師会は宮古薬剤師会を中心に支援をすることに決
まりました｡ 総会後の特別講演では一関中央クリ
ニックの引地先生より ｢糖尿病治療における最新
の知見｣ についてご講演をいただきました｡
【復興支援と災害時における薬剤師活動】
８月30日 (土) 八幡平市で開催された平成26年
度岩手県総合防災訓練 (岩手山の噴火に伴う土石
流災害を想定) に会長含め数人の役員が参加し
｢避難所での医薬品仕訳・供給訓練｣ や ｢避難所
における感染症予防対策訓練｣ を実施しました｡
【薬と健康の週間事業】
９月２日 (土) 今年度から新たに開催される盛
岡保健所主催の ｢健康フェスタ2014｣ に薬剤師会
として共催しました｡ 当日は薬・食べ物・健康食
品について畑澤副会長が参加者に講演｡ また個別
相談を希望する来場者の相談も行いました｡

【研修会】
５月17日 (土) パーキンソン病治療の最前線を
始めに､ ３月12日 (木) 盛岡薬剤師会研修会 (在
宅医療) まで28回の研修会を企画し､ 沢山の会員

の方に参加していただきました｡
【講師派遣】
11月末現在で ｢薬物乱用防止啓発講座｣ 67講座､
｢みんなの薬の学校｣ 23講座へ会員の先生方が講
師として派遣されております｡
【忘年会】
11月29日 (土) ホテルルイズに於いて第21回盛
岡薬剤師会研修会の後､ 県薬副会長に来賓として
ご出席をいただき､ 40名近い会員と伴に忘年会が
開催されました｡ 今年は講師の先生も参加され､
ビンゴ大会などでおおいに盛り上がり､ 楽しい時
を過ごしました｡
【自殺予防関連対策】
岩手県薬剤師会事業の一環として自殺予防月間
に合わせ､ 薬局毎にポスター掲示や自殺予防の相
談勧奨リーフレットの配布を実施しました｡ また
２月24日 (火) 心のケアセンターから講師を派遣
していただきゲートキーパー養成研修を開催して
おります｡ また他団体の自殺対策の研修会にも参
加をいたしております｡
【在宅医療推進事業】
押切常務担当の在宅推進委員会が中心となり､
ホームページに掲載した在宅訪問可能な薬局のリ
ストの更新｡ ２月24日 (火) には在宅推進委員の
平山理事が講師となり在宅での薬剤師の関わりに
ついて研修会を開催しました｡ 国の進める地域包括
ケアに向かって薬剤師の役割を模索しております｡
【その他】
今年度から事業に加わりました多職種連携では
盛岡市歯科医師会と初めて懇談会を持つことが出
来ました｡ 来年度も更なる多職種連携に力を入れ
たいと思います｡ その他､ 長期実務実習生の受け
入れや盛岡市保健所と共同の禁煙教育事業など様々
な活動を行ってきました｡
最後になりますが山梨の豪雪に始まり広島の水
害､ 御嶽山の噴火と今年も自然災害が多発しまし
た｡ 震災から４年､ あの教訓を忘れずにいつも災
害に対する備えをして置きましょう｡
役員の皆様､ 会員の皆様､ 来年度も宜しくお願
い致します｡



34

検査センターでの１年間を振り返って

(一社) 岩手県薬剤師会・検査センター
総務課 細野 一史

検査センターのページ

■はじめに

私は2014年４月に検査センターに入所しました

細野一史 (ほそのかずふみ) と申します｡ 総務課

に所属し､ 主に営業を担当しております｡

入所して１年になりますが､ 今回は寄稿の機会

をいただきましたので､ まずは私自身の理解のた

めに当センターが行っている事業内容についてま

とめ､ そして私の活動について会員の皆様にご紹

介できればと思いますので､ どうぞよろしくお願

いいたします｡

■組織構成と検査の種類について

当センターの組織は､ 所長の下に環境分析課､

食品分析課､ 水質分析課､ 総務課の４つの課で構

成されています｡

環境分析課では､ 環境水､ 排水､ 下水などの水

質検査､ ばい煙測定､ 悪臭測定､ 室内空気中物質

などの大気・室内環境検査､ 土壌､ 産業廃棄物､

肥料などの固体等の検査や温泉法に基づく温泉成

分の分析を行っています｡

食品分析課は､ JAS法・食品衛生法・健康増進

法に基づく各種検査と衛生管理 (食品工場､ 給食・

弁当調理施設､ 飲食店舗等の衛生管理調査) や医

薬品検査 (日本薬局方に基づく検査) が主な仕事

です｡

水質分析課の守備範囲としては､ 飲料水検査

(水道水､ 飲用井戸水､ 建築物飲料水､ 水道水源､

水道用器具の浸出性能試験) と公衆浴場水質基準

に基づく検査､ 遊泳用及び学校水泳プールの水質

検査などが挙げられます｡

但し､ 大気・室内環境といった分野でも､ 作業

環境測定は水質分析課が担当しており､ また､ 飲

料水分野でも簡易専用水道の法定検査は環境分析

課にて行っています｡

■当センター職員について

職員人数は25名で､ 男女別には男性15名､ 女性

10名です｡ 年代別構成は､ 20代２名､ 30代８名､

40代10名､ 50代３名､ 60代２名となっています｡

部署別人数は､ 所長１名､ 環境分析課８名､ 食品

分析課６名､ 水質分析課５名､ 総務課５名です｡

なお､ 技術部長は水質分析課長と食品分析課長を

兼任しています｡

資格取得者別の内訳は､ 薬剤師２名 (所長を含

む)､ 環境計量士６名､ 臭気判定士１名､ 臨床検

査技師１名､ 衛生検査技師１名､ 公害防止管理者

１名､ 放射線取扱主任者１名､ 危険物取扱者２名､

簡易専用水道認定検査員８名､ 特定毒物研究者１

名､ 作業環境測定士４名､ 特定化学物質取扱作業

主任者12名､ 石綿作業主任者１名､ アスベスト診

断士１名となっております｡

■主要試験機器について

主要試験機器について､ 使用している部署と当

センターでの主な検査対象を示します｡ (環境分

析課は環境､ 食品分析課は食品､ 水質分析課は水

質として記載)

１. 分光光度計

環境では幅広い検査に使用しています｡ また､

食品ではリン､ ビタミン､ 水質では､ 非イオン界

面活性剤 (有機物) の検査に使用しています｡

２. 原子吸光光度計

環境では金属類､ 食品ではナトリウム､ カルシ

ウムの検査に使用しています｡

３. 高感度水銀分析装置

飲料水中､ 環境水中などの水銀量の測定に用い

ています｡

４. 高周波誘導結合プラズマ質量分析装置

(ICP－MS)
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５. 高周波誘導結合プラズマ発光分光分析装置

(ICP－AES)

４及び５どちらの機器も､ 金属の一斉分析に使

用しています｡

６. 高速液体クロマトグラフ (HPLC)

環境では農薬類､ 食品ではビタミン､ そして水

質では陰イオン界面活性剤 (有機物) の検査に用

いています｡

７. 高速液体クロマトグラフ質量分析計

(LC－MS／MS)

環境では､ 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸､

食品では農薬類､ 水質ではハロゲン化酢酸類 (消

毒副生成物) の分析に使用しています｡

８. ガスクロマトグラフ (GC)

環境で主に使用しており､ 有機リンや悪臭､ 有

機溶剤の検査に用いております｡

９. ガスクロマトグラフ質量分析計

(GC－MS､ GC－MS／MS)

一般的に､ 化合物の検査に使用しており､ 農薬

類ほか､ 水質では有機物､ 消毒副生成物などの分

析に使用しております｡

10. イオンクロマトグラフ (IC)

主としてイオン種成分を測定する液体クロマト

グラフィーの一種で､ 環境・水質ともに無機物の

測定に使用しております｡

11. TOC計

水質において､ 有機物 (全有機炭素 (TOC)

の量) の測定に使用しております｡

12. 落射蛍光顕微鏡

食品において､ 異物検査やクリプトスポリジウ

ム検査に使用しております｡

13. ゲルマニウム半導体検出器

放射性物質の精密測定に使用しております｡

14. リアルタイムPCR分析装置

食品において､ ノロウイルスやO－157検査に

使用しております｡

15. 蛍光X線分析装置

食品において､ 非破壊による異物検査に使用し

ております｡

16. フーリエ変換赤外分光光度計

環境では油分であるノルマルヘキサン抽出物質

の検査､ 食品では異物検査に使用しております｡

なお､ 水質分析課による飲料水水質検査に使用

する試験機器については､ ｢水道GLP対象機器｣

として管理・使用しています｡ 水道GLPとは水道水質

検査優良試験所規範 (Good Laboratory Practice)

の略語であり､ 当センターは検査結果の信頼性や

精度管理が十分に確立していることについて､ 第

三者機関である公益社団法人日本水道協会から客

観的に評価・認定をいただいております｡

■検査スタッフへのサポート業務について

私が担当している営業業務のほかに､ 検査分析

業務のサポートをいくつか経験いたしました｡ た

だし､ 私は各種検査における資格や経験がありま

せんので､ サポート内容としては､ 所外で行う検

体の採取補助や運搬などを行いました｡

１. 環境分析課

環境分析課では､ 公共下水道水質検査の24時間

採水の手伝いとともに､ 簡易専用水道検査のサポー

トをしました｡

公共下水道水質検査の24時間採水の手伝いは､

２時間に１回､ 指定された数箇所を回り､ マンホー

ルを開けて下水の採水をします｡ 採水にあたって

は２名から３名でチームを組み､ 落下や交通の安

全に配慮しながら作業を行いますが､ マンホール

がなかなか開かなかったり､ 暗くなってからは採

水箇所を探すのに時間がかかったりしました｡

次に､ 簡易専用水道検査のサポートもいたしま

した｡ 簡易専用水道とは､ ビルやマンション､ 学

校などの３階建て以上の建物に水道水をいったん

受水槽にためてから給水する受水槽方式を用いて

おり､ 受水槽の有効容量が10立方メートルを超え

た場合の水道施設の名称です｡ １年に１回以上の

法定検査が義務付けられており､ 検査内容は実際

の建築物等に検査スタッフが直接出向き､ 現地担

当者の立会いの下に､ 受水槽施設の設置状況や管

理状況について検査をするものです｡

私は検査スタッフに同行し､ 現地作業のサポー

トを行いましたが､ なかでも､ 高地水槽に汲み上

げてから落差を利用して給水する ｢高地水槽方式｣
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の検査のときは､ 鉄塔上の高地水槽に検査の資機

材を運ぶ手伝いをしました｡ 下から見上げている

ときと比べ､ 鉄塔を昇るにつれて､ 高さへの恐怖

で手も足も震えたのを覚えています｡

２. 食品分析課

食品分析課では､ 食品原材料の放射性物質検査

のための採取､ 運搬の手伝い､ 具体的には､ 輸出

用冷凍魚介類のサンプリングを行いました｡

対象の検体は冷凍でひとかたまりとなっている

ので､ 消毒した採取用のノミで必要量を取り分け

ます｡ ノミによる採取は検査スタッフが行い､ 私

は取り分けた検体の重量を記録し､ 保冷箱に入れ

て持ち帰るところまでの作業をいたしました｡

３. 水質分析課

水質分析課では､ 飲料水水質検査の採水補助､

運搬業務を手伝いました｡

まず､ 飲料水水質検査の採水補助と運搬につい

てですが､ 採水は一定以上の要件を満たしたスタッ

フのみが可能な作業なので､ 私は採水の際に検査

スタッフに同行し､ 容器の受け渡しや採水時間､

温度等の記録を手伝いました｡ 運搬については､

定期の飲料水水質検査を行っている事業者を主な

対象とし､ 事業者の方が採水された検体を受け取

りに伺うものです｡ 受け取りの際には､ 受け取り

時間の記録とともに､ 検査の項目数によって容器

の種類や本数が異なりますので確認しながら保冷

箱に積み込みます｡ また､ 運搬時には一定温度以

下での運搬を行うため､ 自動測定温度計による温

度管理を行います｡ そしてセンターに戻り次第､

検査スタッフとともに速やかに容器を仕分け､ 受

付番号を貼付するとともに､ 運搬時の温度データ

を印刷し保管します｡

■営業活動について

営業活動についてですが､ 当センターでは営業

分野を環境分析､ 食品分析そして水質分析の3分

野に区分し､ それぞれに主担当を置いて活動して

います｡ 私は水質分析 (飲料水の水質検査) の主

担当として営業活動をおこなっております｡

2014年の４月から８月頃までは､ 専用水道を運

営されている事業者を中心に､ 当センターの業務

の案内と事業者の現状確認のために､ 岩手県内を100

箇所近く営業訪問いたしました｡

専用水道とは､ 寄宿舎､ 社宅､ 療養所等におけ

る自家用の水道､ その他水道事業の用に供する水

道以外の水道であり､ 100人を超える人の居住に

必要な水を供給するもの､ もしくは１日に給水す

ることのできる最大の水量が20立方メートルを超

える水道施設のことです｡ また､ 他の水道から供

給を受ける水のみを水源とする場合でも口径25ミ

リメートル以上で全長1,500メートルを超える導

管や､ 有効容量の合計が100立方メートルを超え

る水槽が地中又は地上に施設されている場合も専

用水道となります｡

専用水道の事業者の方々への営業活動にあたっ

て､ 営業知識として何が必要かを考えたとき､ 私

が最初に行ったのは水道水質基準51項目の暗記で

した｡ もちろん､ 項目の暗記以外にも､ 多くの覚

える事項があり､ 現在も検査スタッフからアドバ

イスをもらったり､ 法令や参考文献にあたってい

ますが､ 51項目の暗記が営業知識の骨格となって

います｡

11月から12月の間は､ 副担当である環境分析分

野のうち､ 室内空気中化学物質検査 (シックハウ

ス検査) の営業活動を行いました｡ 現在､ 東日本

大震災の復興の進展は､ 住宅分野では仮設住宅か

ら復興公営住宅の建設へと移行していますが､ 建

物完成時には各種検査が必要となるだろうとの見

込みから､ 営業活動を行いました｡ 具体的には､

沿岸地域に所在する建設業者を訪問し､ 業務案内

をさせていただきました｡

2015年１月から２月には､ さく井工事の建設許

可を持つ建設業者に対し､ 営業活動を行いました｡

さく井工事とは､ さく井機械等を用いて､ さく孔

(岩石等に穴を開ける) やさく井 (井戸掘りや地

質・鉱床調査) などを行う工事､ またはこれらの

工事に伴う揚水設備設置等を行う工事のことです｡

特に､ 専用水道などのさく井工事を想定して営業

訪問をいたしました｡

いずれの営業活動についても､ 営業対象に対し

ての現地訪問を主な活動といたしました｡ 現地訪
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問にあたっては､ 私のセンター入所のあいさつを

兼ねて､ 会員の皆様を訪問させていただくことも

ありました｡ いずれの皆様におかれましても､ ご

多忙のなか時間を割いていただき､ 地域の現状や

薬剤師会としてのこれまでの歩み､ そして当セン

ターがこれから果たしていくべき役割について教

えていただき､ 大変感謝しております｡

■水道水質管理担当者研修会の手伝い

2014年10月30日 (木) と31日 (金) の２日間､

当センターを会場として ｢2014年度水道水質管理

担当者研修会｣ を開催いたしました｡ 参加いただ

きましたのは､ 市町村の水道事業者､ 専用水道の

事業者､ そしてさく井工事や管工事の建設業者な

ど､ ２日間で23団体29名となりました｡

研修内容は､ 1.妥当性評価書ガイドラインの説

明と厚生労働省外部精度管理結果報告､ 2.採水時

の注意事項について､ 3.水質基準の改正について

の３部構成とし､ そのほか希望者を対象としてセ

ンター内の見学と採水実習を行いました｡

開催にあたって､ 私は参加者へのお声かけや印

刷物の準備など､ 事務的な部分の手伝いをいたし

ました｡ また､ 当日は普段ゆっくりとお話しする

ことができないお客様との情報交換と位置づけて､

名刺交換やお客様の現状を伺うようにいたしまし

た｡ 研修会終了後も､ 今回ご参加いただけなかっ

たお客様への研修会資料の送付などを行いました｡

■アスベスト診断士の資格取得について

アスベスト診断士は､ 1.どこにアスベストが使

用されているかの診断､ 2.使用されているアスベ

ストの処理要否判断､ 3.アスベスト含有製品等の

処理工事に関する､ 適正工事のチェック診断を行

うことなどを主な役割としており､ 一般社団法人

JATI協会が認定している資格です｡

私は､ 当診断士の受講資格となる石綿作業主任

者講習を2014年９月に修了し､ 12月に当診断士講

習を受講し､ 試験を経て資格取得をいたしました｡

資格取得の目的は､ 従来から当センターが受注

しているアスベスト (石綿) 分析の営業強化です｡

さらに､ 分析の前段階である建築物等のアスベス

トの事前調査や､ 処理工事の適正処理に関するア

ドバイスも今後の営業展開として考えられます｡

しかし､ 当資格を取得したからすぐにアスベス

ト診断業務ができるわけではありません｡ アスベ

ストを取り扱う際の中心法令である ｢石綿障害予

防規則｣ の関連通達では､ アスベストの目視､ 設

計図書等による事前調査を行う者として ｢国土交

通省に登録された機関が行う講習を修了した建築

物石綿含有建材調査者､ 石綿作業主任者技能講習

修了者のうち石綿等の除去等の作業の経験を有す

る者及び日本アスベスト調査診断協会に登録され

た者が含まれること｡｣ と示されています｡ なお､

日本アスベスト調査診断協会は､ JATI協会が認

定したアスベスト診断士が中心となって設立した

団体です｡

今後は､ 実務経験を積むことや､ 日本アスベス

ト調査診断協会への登録をすることで通達に沿っ

た業務を進めていく予定です｡ また､ 東北地区に

おける当診断士の任意の集まりである東北石綿ア

セスメント協会 (本部 盛岡市) への参加による､

情報ネットワークの確立と共有を進めていく予定

です｡

■さいごに

私は高校時代は理系選択でしたが､ 大学は文系

学部を卒業しており検査の基礎となる科学知識に

乏しく､ 検査に関しては素人として入所いたしま

した｡ 営業活動にあたっては､ 検査知識の習得と

検査スタッフとの情報共有を大切にしております｡

加えて､ 営業ならではの視点と､ なによりもお客

様の役に立つにはどうしたらよいのかを､ 常に念

頭においております｡

不足､ 至らない部分は多々ありますが､ これか

らも努力してまいりますので､ どうぞよろしくお

願いいたします｡
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最 近 の 話 題

去る２月15日 (日) 仙台市内ホテルJALシティ

仙台で行われた標記会議に参加してきましたので､

その報告をさせていただきます｡

○｢新薬学教育モデル・コアカリキュラム実施に

向けてのスケジュールについて｣

日本薬剤師会常務理事 永田 泰造

いよいよ平成27年４月の入学生から改訂モデル・

コアカリキュラムに基づいた薬学教育が実施され

る｡ 平成31年度にはこれに基づく長期実務実習が

行われることになるので､ この４年間で受け入れ

態勢の整備を図らなくてはならない｡

そのようなことから ｢薬学実務実習に関する連

絡会議｣ では､ ｢薬学実務実習に関するガイドラ

イン｣ を作成しその検証を行っている｡

日本薬剤師会としては､ 平成27年度にも ｢指導

の手引き｣ の改訂作業を行い､ その後に手引きを

用いた全国会議の開催を予定している｡

改訂モデル・コアカリキュラムでは､ 今まで薬

学教育と実務実習に分かれていたものを一本化し

ており､ 薬学教育において大学が主導的な役割を

果たす中で､ 実習を行う病院及び薬局の実習施設

は､ 今まで以上に連携して薬学教育に関わること

となる｡

また､ 薬学６年卒業時に必要とされる ｢薬剤師

として求められる基本的な資質｣ を示しているが､

これは医学・薬学の進歩に応じて高めていくもの

であり､ 薬学生のみならず､ 現に業務を行ってい

る薬剤師においても生涯研鑽の目標となるもので

ある｡

実務実習に関しては ｢代表的な疾患｣ の薬物療

法を体験することになっており､ これまで以上に

病院実習と薬局実習の連携が図られる必要がある｡

このことから､ 現在３期制で行われている実習を

｢4期制｣ とし､ 病院実習と薬局実習が連続して行

われることを目指している｡ そして､ 学生を送り

出す大学に対しては､ 臨床準備教育として医療現

場で実習するに値する資質を備えることが求めら

れている｡

実務実習の中で､ 薬局実習に関してもう少し詳し

く説明すると､ 受入薬局が行う条件整備としては､

｢一般用医薬品の販売 (要指導医薬品販売の届出)､

麻薬小売業免許の取得､ 在宅患者訪問薬剤管理指

導の届出､ 代表的な疾患への対応｣ が必要で､ 実

習における患者応対においては､ 早期から患者・

来局者と応対を行うことで､ より問題解決型の実

習の実施を求められている｡

しかし､ 現在の実務実習におけるアンケート結

果を見ると､ 一般用医薬品販売を含む薬局カウン

ター実習や在宅訪問に関する実習については､ 必

ずしも患者応対が十分に実施されているとは言え

ない状況であり､ この部分に関しては､ 座学等で

補うのではなく､ 地域の中で薬剤師会が主体的に

関わって実施されることが求められている｡

これらの実務実習を行うためには､ 指導薬剤師

の存在が不可欠であるが､ 指導薬剤師はモデル・

コアカリキュラムの意義や目的､ 内容をしっかり

と把握し､ 施設内の他の薬剤師や地域内の他の薬

局､ そして病院と連携することで､ より教育効果

の高い実習の実施に努めることとされている｡

実務実習指導薬剤師の認定は平成22年度から行

われているが､ 認定の有効期間は６年とされてお

り､ 平成28年３月末には初めての更新時期を迎え

ることとなる｡ 更新の際の要件としては､ 実習生

の受入実績 (実績がない場合はその理由) と勤務

状況､ 更新講習の受講が必要となる｡

すでに６年制教育を受けた薬剤師が社会で活躍

していますが､ 自分たちも含めた薬剤師全体が､

多くの社会のニーズに対して､ すべて対応できて

いるかというと､ そうではないと思います｡

薬剤師として､ 自らが学び社会に貢献するとと

もに､ 後輩の薬剤師を育てることが､ 私達に課せ

られた使命であると思いますので､ 主教育機関で

ある大学と､ 現場の病院や薬局の連携をこれまで

以上に強化しなければならないと感じました｡

薬学生実務実習受入対策委員会委員 金野 良則

平成26年度 薬局実務実習受入に関する東北地区ブロック会議について

情

報
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スポーツファーマシスト

平成26年12月12日 (金) に東京都・ベルサール

飯田橋駅前で開催された ｢第２回加盟団体連絡会

議 兼 ドーピング防止研修会｣ に佐藤大峰先生

(ゆぐち薬局) と一緒に参加してきました｡

各競技団体および各都道府県の体育協会の実

務担当者が一堂に集まり､ 2015年版の世界アンチ・

ドーピング規程 (World Anti-Doping Code) の

改定ポイントおよび国内におけるアンチ・ドーピ

ング活動の現状について説明を受けました｡

具体的には､

① 2015年新規定のポイント

② 2015年禁止表国際基準のポイント

③ 2015年新規定に準拠した新しい情報伝達・

教育ツール

④ 国内におけるアンチ・ドーピング活動

⑤ ドーピング仲裁

の５テーマについて講義がありました｡

新規定では､ 競技者だけに留まらず､ サポート

スタッフや競技団体に対する責務についての記載

も明確化され､ アンチ・ドーピング規則違反につ

いては時効が８年から10年､ 標準制裁期間が２年

から４年にそれぞれ延長されました｡

また禁止表国際基準については､ トリメタジジ

ンが [S6.興奮薬] から [S4.ホルモン調節薬お

よび代謝調節薬] にセッションが移動したほか､

テルミサルタンが監視プログラムに追加されるこ

となどの説明がありました｡

さらには各競技団体と日本アンチ・ドーピング

協会 (JADA) が連携し､ 競技者やサポートスタッ

フへのさらなるアンチ・ドーピング教育啓発の積

極的推進をはかっていくなどの計画について説明

を受けました｡

最近においても､ 柔道のトップ選手が競技会に

おける禁止薬物を摂取したことにより､ 日本代表

を辞退した報道があり､ まだまだアスリートのドー

ピングに対する認識の薄さが見うけられます｡ 私

たち薬剤師と競技団体や競技者との接点はまだま

だ薄いのが現状ですが､ 常に最新の規定を理解し

必要に応じて情報発信できるよう準備していくこ

とが必要と考えさせられました｡

2016年希望郷いわて国体・希望郷いわて大会の

成功､ そして､ その後のスポーツの発展に薬剤師

として寄与していけるよう､ 一丸となって尽力し

ていきましょう｡

第２回加盟団体連絡会議 兼 ドーピング防止研修会 (文部科学省委託事業) 参加報告
ポプラ薬局 野舘 敬直

情
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在宅における特定保険医療材料について

共立医科器械株式会社 大坪 尚子
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○はじめに

現在国内で使用されている肺炎球菌ワクチンは

二種類あります｡ 小児用の肺炎球菌ワクチンとし

て使用されていた ｢プレベナー13 (沈降13価肺炎

球菌結合型ワクチン)｣ は平成26年６月20日付け

で､ 65歳以上の方に対する肺炎球菌による感染症

の予防の効能・効果が承認されました｡ 平成26年

10月から高齢者を対象とした肺炎球菌ワクチンの

定期接種 ｢ニューモバックスNP (23価肺炎球菌

莢膜ポリサッカライドワクチン)｣ が開始されま

した｡

国内における肺炎の死亡率は平成23年に脳血管

疾患を抜き第３位となりました１)｡ これらのこと

から､ 肺炎球菌ワクチンが医療従事者だけでなく､

国民からの関心も高くなっていくことが予想され

ます｡ 今回は二種類の肺炎球菌ワクチンについて

詳しく解説します｡

○肺炎とは

肺に炎症が起きる病気のことをまとめて肺炎と

いいます｡ 市中肺炎で最も多い原因菌は肺炎球菌

であり､ 全体の28％となっています２)｡ (表１)

しかし､ 他の細菌やウイルス､ マイコプラズマ､

真菌によっても引き起こされます｡ 肺炎には感染

源を吸い込んで発病する細菌性肺炎､ ウイルス性

肺炎､ 真菌性肺炎などの感染性の肺炎と､ 薬剤性

肺炎､ アレルギー性肺炎などの非感染性の肺炎が

あります｡ 肺炎の大部分は､ 前者の感染性肺炎で

す｡ 肺炎で亡くなる方の多くが65歳以上であり､

肺炎の死亡者のうち､ 65歳以上の割合は96.5％と

なっています１) (表２)｡

○肺炎球菌について

肺炎球菌とは､ グラム陽性双球菌であり､ 菌体

の外側に多糖体でできた莢膜を保持しています｡

莢膜は血清学的に93のタイプが報告されています｡

この莢膜がバリアーとなり､ 菌のオプソニン化に

関与するヒト補体の菌表面への付着が阻害されま

す｡ このため､ 菌はヒト多核白血球による貪食作

用に強い抵抗性を示します｡ これにより､ 本菌が

病原性を強く発揮する主たる原因となっています｡

○肺炎球菌感染症について

肺炎球菌は､ 主に気道の分泌物に含まれ､ 唾液

などを通じて飛沫感染します｡ よくみられる症状

は､ 肺炎､ 髄膜炎､ 副鼻腔炎と中耳感染症 (中耳

炎) です｡ これらの感染症により､ 発熱と全身の

倦怠感や､ 感染部位に応じた他の症状が現れます｡

診断は､ 症状､ X線検査､ 感染部位のサンプル

中に存在する細菌の同定に基づいて行います｡ 肺

Q､ 肺炎球菌ワクチンについて教えてください｡

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

表１. 市中肺炎の病原菌の割合 表２. 肺炎の年齢別死亡率
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炎球菌による感染症にかかることが多いのは､ ５

歳未満 (とくに２歳未満) の乳幼児や65歳以上の

方です｡ ５歳未満 (とくに２歳未満) の乳幼児で

は免疫機能が未発達のため肺炎球菌に対してうま

く免疫が働きません｡ また､ 65歳以上の方は免疫

機能が低下し始めていますので､ 感染症にかかり

やすくなっています｡

近年では､ ペニシリンをはじめとする多くの薬

剤に耐性を示す多剤耐性肺炎球菌が急増しており､

治療困難例も増加しています３) ｡

○プレベナー13の特徴

｢プレベナー13｣ は肺炎球菌の多糖体にキャリ

アタンパクを結合させたワクチンで､ T細胞を介

した免疫を惹起することにより､ 免疫機能の未発

達な乳幼児や免疫力の低下した高齢者でも優れた

免疫応答を引き起こし､ 免疫記憶を確立します｡

｢プレベナー13｣ は高齢者 (65歳以上) と小児

(２ヶ月齢～６歳未満) が接種対象です (表３)｡

高齢者には平成26年６月に適応が追加されました｡

生後6週未満または６歳以上の者に対する安全性

及び有効性は確立していません｡ 接種経路は高齢

者と小児では異なるので注意が必要です｡ 高齢者

は１回0.5ｍLを筋肉内､ 小児で初回免疫の際は１

回0.5ｍLずつを３回､ いずれも27日間以上の間隔

で皮下に注射します｡ 追加免疫の際は１回0.5ｍL

を１回､ 皮下に注射します｡ ただし､ ３回目接種

から60日間以上間隔を置きます｡

｢プレベナー13｣ の日本における小児期侵襲性

肺炎球菌感染症に対する血清型カバー率は約70%

と考えられています４)｡

○ニューモバックスNPの特徴

｢ニューモバックスNP｣ は肺炎球菌の防御免疫

に関与する莢膜ポリサッカライドのみを含むコン

ポーネントワクチンであり､ 肺炎球菌感染症の原

因菌の約80%の莢膜型をカバーしうるワクチンで

す５)｡

｢ニューモバックスNP｣ は２歳以上で肺炎球菌

による重篤疾患に罹患する危険が高い患者が接種

対象です｡ 具体的には①脾摘患者②鎌赤血球疾患､

あるいはその他の原因で脾機能不全である患者③

心・呼吸器の慢性疾患､ 腎不全､ 肝機能障害､ 糖

尿病､ 慢性髄液漏等の基礎疾患のある患者④高齢

者⑤免疫抑制作用を有する治療が予定されている

者で治療開始まで少なくとも14日以上余裕のある

表４. プレベナー13とニューモバックスNPの適応年齢

表３. プレベナー13とニューモバックスNPの比較
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患者です (表３)｡ ２歳未満の者では含有される

莢膜型抗原の一部に対して十分応答しないことが

知られており､ 本剤の安全性も確立していないこ

とから投与しないこととなっています (表４)｡

接種経路は筋肉内または皮下です｡

○公費の適応と定期接種について

｢プレベナー13｣ は平成25年11月１日から､ 小

児において接種費用の一部を公費で負担する定期

接種となりました｡ 高齢者には平成26年６月に適

応が追加されましたが､ こちらは費用が自己負担

になります｡

｢ニューモバックスNP｣ は平成26年10月から高

齢者を対象にした肺炎球菌ワクチンの接種費用の

一部を公費で負担する定期接種となりました｡ 対

象者は平成26年度 (平成26年４月１日から平成27

年３月31日までの間) に､ 65歳､ 70歳､ 75歳､ 80

歳､ 85歳､ 90歳､ 95歳及び100歳以上となる方も

しくは60歳以上65歳未満の方で､ 心臓､ 腎臓､ 呼

吸器の機能､ ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の

機能に障害を有する方です｡

両ワクチンとも助成金額は各自治体で異なり､

接種料金も医療機関で異なるので注意が必要です｡

○他のワクチンとの併用について

接種間隔は ｢プレベナー13｣､ ｢ニューモバック

スNP｣ ともに､ 生ワクチン (BCG､ MRワクチ

ンなど) の接種を受けた者は､ 通常､ 27日以上､

また他の不活化ワクチン (インフルエンザワクチ

ン､ ヒブワクチンなど) の接種を受けた者は､ 通

常､ ６日以上間隔をおいて本剤を接種するが､

医師が必要と認めた場合には､ 同時に接種するこ

とができるとなっています｡

インフルエンザの罹患後に肺炎球菌性肺炎が多

発することが知られています｡ これはインフルエ

ンザウイルスに感染すると気管・気管支の物理的

防御機能が破壊され､ 肺炎球菌の付着が増加し､

宿主の免疫細胞が機能不全を起こすことにより､

肺炎球菌による二次感染が起こるためです｡ ｢ニュー

モバックスNP｣ はインフルエンザワクチンを高

齢者と併用した場合､ 肺炎罹患率の減少が見られ､

ワクチン接種後１年間の肺炎医療費の減少も見ら

れると報告があります６)｡

○おわりに

65歳以上の高齢者においては肺炎球菌が肺炎の

原因菌の第一位を占めており､ 重症化もしやすい

ことが知られています｡ さらに近年では､ ペニシ

リンをはじめとする多くの薬剤に耐性を示す多剤

耐性肺炎球菌が急増しており､ 治療困難例も増加

しています｡ 現在日本は世界的に見て肺炎球菌ワ

クチンの摂取率が低いことが知られており､ その

ことが肺炎の死亡率の上昇にも繋がっていると考

えられます｡ これからは､ 治療だけでなく､ 予防

も極めて重要になってくると考えられるので､ 我々

薬剤師も肺炎球菌ワクチンだけでなく､ 各ワクチ

ンについて正しい知識を取り入れ､ 情報提供をし

ていかなければならないと思います｡

県立釜石病院 薬剤科

若林 港
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老年症候群とは､ 加齢による臓器機能の低下や不全によって引き起こされるさまざまな

症状・徴候のうち､ 医療だけでなく介護や看護が必要とされる症状・徴候の総称である｡� ������
生理的予備能とは､ その人が持つ体力・生理機能の最大能力と､ 通常時の能力の差をい

う｡ 人は日常生活において身体能力のすべてを発揮しているわけではなく､ 余力(予備能)

を持っている｡ 高齢者の多くは日常生活に必要な体力は保持しているが､ 加齢により予備

能が低下すると (余力の不足)､ いろんなストレスや負荷のかかるような状況への適応力

が弱くなり､ 回復するのに時間を要するとともに慢性化しやすくなる｡� ���� ���������
フレイルとは､ 高齢期に生

理的予備能が低下することに

より､ ストレスに対する脆弱

性が亢進し､ 生活機能障害､

要介護状態､ 死亡などに陥り

やすい状態のことをいう｡ 身

体的な問題だけでなく､ 認知

機能障害やうつといった精神・

心理的問題､ 独居や経済的困

窮などの社会的問題も含む概

念である｡

米国老年医学会の評価法で

は､ ①移動機能の低下､ 歩行速度の低下､ ②握力 (筋力) の低下､ ③体重の減少 (１年間

に４～５kg)､ ④疲労感の自覚､ ⑤身体活動レベルの低下､ のうち３つ以上当てはまる場

合にフレイルとみなされる｡� ������������������
サルコペニアとは､ 加齢に伴って筋量と筋肉の進行性かつ全身性の減少に特徴づけられ

る症候群で､ 握力や歩行速度の低下など､ 機能的な側面も含まれている｡ サルコペニアが

進行すると転倒､ 身体活動レベル低下が生じやすくなり､ フレイルが進行して要介護状態

につながる可能性が高くなる｡ サルコペニアはフレイルの重要な要因の1つである｡� �����������������
筋肉や骨､ 関節､ 軟骨､ 椎間板といった運動器の障害によって移動機能の低下をきたし

て､ 要介護になったり､ 要介護に陥る危険性の高い状態になったりすることを ｢ロコモティ

ブシンドローム (和名：運動器症候群)｣ という｡ この概念は2007年､ 日本整形外科学会

が超高齢社会を迎えた日本の未来を見据え､ 提唱したものである｡
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分 類 植物由来

概 要 キャラウェイ(Caraway､ 学名Carum carvi L セリ科(ヒメウイキョウ属))は､ 中央ヨーロッ
パ原産の２年生草本｡ 高さ20～100cm､ 茎には突起部があり､ 葉は２回羽状複葉で､ 真夏に
小さな桃色がかった白い花をつける｡ はじける には２つの小さく幅の狭い種子を含む｡
果実(種子)が香辛料として広く利用されている｡ フェニキア人によってヨーロッパ中に広め
られたとされる｡ キャラウェイの由来は､ アラビア人がカラーウィヤー(kar�wiy�)と呼ん
だことによるとされている｡ 別名は､ ヒメウイキョウ(姫茴香)､ カラム｡
油､ 実､ 種子がくすりとして使用されることがあり､ 駆風作用があるとされている｡
種子は､ ｢胃腸によい｣ ｢風邪によい｣ ｢消臭によい｣ などといわれている｡ 特定のハーブ(ペ
パーミント油など)とキャラウェイ油の混合製品は､ 消化不良に有効であると示唆されてい
る｡
ドイツのコミッションＥ (薬用植物の評価委員会) では､ 種子とキャラウェイ油の消化不良
への使用が承認されている｡ 既製の医薬品においては､ キャラウェイはほかの駆風薬や胃薬
との複合剤としてのみ使用される｡
米国ではGRAS(一般的に安全とみなされた物質)に認定されている｡
米国ハーブ製品協会(AHPA)のクラス１(適切に使用される場合安全に接種することができ
るハーブ)に分類されている｡
日本では､ 果実・種子が ｢医薬品的効能効果を標榜しない限り医薬品と判断しない成分本質
(原材料)｣ に該当する｡

成 分 精油を３～７％含有する｡ うちカルボン50～60％､ リモネン約40％｡
他には､ ペトロラリン酸､ オレイン酸､ タンパク質､ フェノーラ酸､ フラボノイドなどを含
有する｡

安全性 通常の食品に含まれる量の摂取は安全と思われる｡
セリ科植物にアレルギーのある人は使用を避ける｡
キャラウェイ油は月経を刺激するために使用されてきたことが報告されている｡ 妊娠中・授
乳中の過剰量の使用は危険性が示唆されているので使用は避ける｡

相互作用 キャラウェイ油とペパーミント油を併用した場合､ 胸骨下灼熱感､ げっぷ､ 吐き気､ 嘔吐な
どを引き起こす可能性がある｡
キャラウェイには､ 血糖降下作用があると報告されているので､ 血糖降下薬と併用すると血
糖が下がり過ぎることがある｡

使用料の目安 機能性消化不良に対して､ ペパーミント油とともにキャラウェイ油を1日50～100mg｡
茶剤(新鮮なすりつぶした実小さじ１杯分にカップ１杯の熱湯を注ぎ､ ふたをして５分
間蒸らし､ 濾す)を､ １日３回食事と一緒に温かいまま飲用する｡
キャラウェイ油２～３滴を少量の水に加えて食事の時に服用する｡

参考資料 ｢健康食品｣ の安全性・有効性情報 ；独立行政法人国立健康・栄養研究所,2014
｢健康食品・サプリメント [成分] のすべて｣ －ナチュラルメディシン・データベース－

；田中平三ほか監訳,日本健康食品・サプリメント情報センター,同文書院,2012
｢世界薬用植物百科事典｣；アンドリュー・シェヴァリエ 原著､ 難波恒雄 監訳, 誠文堂新光社,2000
｢フィトセラピー植物療法事典｣；フォルカー・フィンテルマン､ルードルフ・フリッツ・ヴァイス 著､
三浦於菟､ 林真一郎､ ケニー・クフタ 監訳､ 田中耕一郎 編集協力､ ガイアブックス､
産調出版､ 2012 ほか

になるサプリメント� キャラウェイ(Caraway)
ヒメウイキョウ､カラム
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保険薬局 チーター母さん

近頃､ 年をとってきたせいかドラマや映画でよ

く泣ける｡ でもここ最近の号泣度合いからすると

一昨年の長男の進路選択が私の人生で最高峰では

ないかってくらい泣いた｡

私と息子の意見はどこまでも平行線｡ 毎日憂鬱

な日々｡ そんな中､ 主人は ｢本人が行きたいとこ

ろに行けばいい｣ の一言｡ ええぇ～理解ある父を

演じているつもり?!真剣に考えてる?!

そんなある日息子とのやり取りがエスカレート｡

彼はこれまでと違う感じで声を荒らげず､ 静かに

私に語りかけてくる｡

心にぐっとくるものがあった｡ ついに折れまし

た｡ それから2人でわんわん泣きました｡ そこへ

仕事を終えて帰ってきた主人のキョトン顔｡ ｢な

んかあったの？｣ ｢別に・・・｣ その晩､ バトル

のおかげで夕食の準備もしていなかったのでその

まま外食へ｡ 後部座席に座った長男と私｡ 再び2

人で静かに泣く｡ でも今度はさっきと違う涙｡ 厳

しい選択だけどそれでも自分の意思を曲げない強

さ｡ 知らない間に成長してたんだなぁという何と

もいえない涙｡ そしていつも思う・・・｡

『パパ､ あなたって本当に幸せな人！』

♪ ♪ ♪ ♪ ♪

病院診療所 匿名

涙のエピソードというお題で､ 一瞬 ｢え､ どう

しようそんなエピソードないぞ！｣ と思いました

が記憶を掘り返したらありました｡ 学生時代の親

友の結婚式でのエピソードです｡

学生時代の私は非常に世間知らずであり､ よく

その親友に注意されると同時に色々な迷惑をかけ

ていました (そのエピソード等は今回は省きます)｡

職種は医療関係ではないのですが､ お互い就職し

てからも遠い県外から電話でお悩み相談をする仲

でした｡ その親友が紆余曲折を乗り越え教会へ､

奥さんと入ってきたとき､ 不覚にも泣いてしまい

ました｡ それも親族よりも早く泣いてしまったの

で､ 周りの人に笑われてしまったのを覚えていま

す｡ 結婚前にも悩み相談を受けており､ ｢そんな

考えすぎなくていーんじゃない？｣ みたいな軽い

受け答えをしていたんですが､ よくがんばったな

と家族みたいな心境になってしまっていたのです｡

その後､ 新郎新婦・学生時代の友人を交え朝４

時まで飲み歩き､ 次の日にはめでたく風邪をひい

ていたのも､涙のエピソードになるんですかね・・・？

♪ ♪ ♪ ♪ ♪

保険薬局 ナミダライド

１月16日｡ 水道局の請求書が95,000円！？

な､ 何かの間違い？原因不明の場合は翌月引き落

としといわれ､ あれこれ業者にきてもらうも原因

不明｡ いったい300トンもの水をどうやって使っ

たのか逆に教えて欲しい｡ プールかスケートリン

ク経営？シャワーなら恐竜でも飼ってない限り無

理でしょう｡ すぐ間違いとわかると思ったが､ ど

うにもならず､ ２月５日､ 分割払いにハンコを押

した｡ 涙｡

１月下旬､ 今度はストーブが止まった｡ ４年前

に購入したが､ 一度も無事にすごした冬がない｡

いつも一番寒い時にとまる｡ 涙｡

しかし､ 最も涙するのは､ この春､ 15歳の二男

が兵庫の高校にいってしまうこと｡ 自分の夢に向

かって旅立つのだ｡ 淋しくなんかない｡ 彼は成長

しようとしているのだ｡

がんばれ！息子｡

がんばれ！私｡ (いろんな意味で)

桜が咲くころ､ 明るい話題がまわりにあります

ように｡ 質素倹約､ 精進あるのみ！！！

♪ ♪ ♪ ♪ ♪
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卸売販売業 匿名

先日､ 主人の父が天国へ旅立ちました｡

あまりにも突然の別れにたくさんの涙を流し､

別れを惜しんだ数日後の事…主人が父の高校時代

の卒業アルバムを見つけました｡ アルバムを開く

と､ 自分が写っている部分に○印を付け､ ｢オレ｣

と鉛筆で書いてあります｡ 若き日の父の姿に皆で

微笑み､ ページをめくりました｡ アルバムの最後

のページを開いた瞬間､ 目に飛び込んできたのは

筆ペンで書かれた見覚えのある父の字！！

そこには下記の言葉がつづられていました｡

｢ドナーカード｣

自分にはいいところ・使えるものは何もないと

思うが､ 『様々な困難に耐える』 これだけは自信

をもっており､ 自負したい｡ しかし､ ドナーに登

録する気持ちがあること､ 子供達に言い伝える気

持ちは自分の心にはない｡ あるのは家族が平和で

あること､ それだけでいいと願う｡

思いもかけず父の言葉を目の当たりにし､ 家族

一同､ 涙があふれました｡ これからの人生､ 父の

想いをしっかりと刻みこみ､ 歩んでいくと心に誓

いました｡

口数は然程多くありませんでしたが､ 亡くなる

数時間前まで､ 私に気遣いの言葉をかけてくれた

父へあらためて感謝の意をこめて

・・・合掌

♪ ♪ ♪ ♪ ♪

薬剤師 山田旅の人

｢♪♪♪古いアルバムめくり､ ありがとうとつぶ

やいた､､､､♪♪♪｣ ご存知 ｢涙そうそう｣ の歌詞だ

が､ 古い写真は勿論のこと､ 山歩きの好きな自分

にとっては登山の最中に､ 麓で廃屋を見かけた時

にどうしてこうなったんだろう？誰が住んでいて､

今は何をしているんだろう？家系は守られている

か？と思いを馳せること多々あり｡ 初老の域に入っ

た自分は､ 時に涙することあり｡

県の沿岸部に住んでいる者として､ 震災を免れ

た沿岸部の家屋も住人の内陸部への移転により､

このように捨てられてしまうのか？と思いを胸に

する｡ 健全なる田舎があって､ 日本国の繁栄があ

るのではとの思いが強くなる｡

前県知事増田レポートによると､ ｢2040年まで

に全国の市町村の半数が消滅する｣ とのこと｡ 地

域における医療・介護体制を充実させ､ Ｉターン

Ｕターンできる地域作りが､ 我ら医療人である薬

剤師の課題となると思いを新たにする｡

投稿について

＊ご意見の掲載に当り記銘について下記項目

からお選び､ 原稿と一緒にお知らせくださ

い｡� 記銘について

①フルネームで ②イニシャルで

③匿名 ④ペンネームで� 所属について

①保険薬局 ②病院診療所

③一般販売業 ④卸売販売業

⑤ＭＲ ⑥行政

⑦教育・研究 ⑧その他

＊誌面の関係で掲載できない場合のあること

をご了承ください｡

次号の ｢話題のひろば｣ のテーマは､

『最近気になったニュース』 です｡

ご意見は県薬事務局へ FAXかE-mailで

FAX： 019-653-2273
E-mail：ipa1head@rose.ocn.ne.jp

(アイ･ピー･エー･イチ･エイチ･イー･エー･ディー)

会

員
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結婚について

盛岡薬剤師会 海老子川 健司

私事ではございますが､ 昨年入籍いたしました｡
そこで､ 諸先輩方より ｢結婚について｣ のリレーエッセイを寄稿するようにとお話を受け
たので､ 恥ずかしながら書かせて頂きます｡
人の縁とは不思議なものです｡ なぜなら､ 私が結婚したのは ｢ピスタチオ｣ がきっかけでし

た｡ とある飲み会で酔った私は ｢ピスタチオ｣ を殻ごと食べてしまいました｡ その現場を､ た
またま妻に目撃され､ そのことがきっかけで話が弾み､ いつの間にか意気投合し今に至ります｡
孤独のグルメでお馴染みの井之頭五郎に同調し､ ｢モノを食べる時は誰にも邪魔されず

自由でなんというか 救われてなきゃあ ダメなんだ 独りで静かで豊かで…｣ と､ 滅茶苦
茶な食生活をしていた私は､ グングンγ-GTPや中性脂肪の数値の新記録を叩きだしていま
した｡ このように長年悠々自適な暮らしをしてきた私が､ 栄養のバランスを考えた野菜中心
の食事､ 整理整頓された部屋､ どんなに遅く帰宅しても明るい我が家､ 結婚した事でごく当
たり前の生活が出来るようになり､ 私にとって妻はとてもありがたい存在です｡
また､ 何事も慎重に考えてしまうタイプの私と正反対の妻は､ 超プラス思考で楽天家です｡
そんな妻と一緒にいると ｢なんでこんなに深刻に考えてしまったのだろう｣ と馬鹿馬鹿しい
気分になり､ とても気持ちが楽になります｡
最近､ 独身中堅芸人が独身をこじらせている事例が巷にはあるようです｡ ｢ぬか漬けに凝

りすぎる｣ ｢誕生日に一人でバイクサーキット｣ ｢異常に食器に凝る｣ ｢なんだかもう自分は
おじちゃんでなくておばちゃん化しているのではないかとさえ思えてくる｣ …一つ間違って
いたら私もそのようになっていたかと思うと震えが止まりません｡ そういった独身地獄から
救ってくれた妻にはまた感謝です｡
結婚を機に家族も増えました｡
妻の両親・祖母､ 義姉夫婦・２人の甥です｡
通年正月は､ 自分の実家に帰省して両親に顔を見せそそくさと自分のアパートに帰ってい
ましたが､ 今年の正月は違いました｡ 私の実家の両親は妻との帰省にとても喜びました｡ 妻
の実家の両親もとても喜び､ 甥っ子からはゲームの謎解きを手伝うようにせがまれ､ 義兄と
は普段飲まない焼酎を酌み交わし､ 温かい賑やかな空気にハッと､ ｢家に火が灯る｣ とはこ
ういう事なのかと少し感動しました｡
日常のエピソードですが､ 先日手頃な値段のエアロバイクをゼビオスポーツで見つけまし
た｡ しかし 『アパートが狭くなるから』 という理由で購入を許して貰えませんでした｡ 幸せ
のカタチです｡
私が結婚前に読んだエッセイの中に､ ｢あ､ それぞれのカタチがあって良いんだ｣ と安心

する作品がありました｡ 結婚に迷いのある方やお時間に余裕のある方は是非御一読下さい｡
対人スキルが極端に低く､ 普通の人が感じない事柄への不安や妬み感情が湧き出てしまう
がどこか憎めない作者と､ おおらかな性格の妻の生活を描いた ｢うちの妻ってどうでしょう｣
やOL､ 女子高生等の内面を鋭く描く作品が読者の支持を多数得ている漫画家で妻・安野モ
ヨコが､ アニメ監督で日本のヲタク四天王に数えられる夫・庵野秀明にヲタク文化に侵食さ
れていく過程がコミカルに描かれている ｢監督不行届｣ などです｡
それぞれ結婚のカタチがあります｡
まだまだ未熟者の私たちですが､ これからも２人で力を合わせて頑張りますのでご指導ご
鞭撻どうぞよろしくお願いいたします｡
乱文にて失礼致しました｡ � ������������� ���� ���������
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職場紹介

サンケア薬局長内店 (久慈薬剤師会)

サンケア薬局長内店は､ 平成12年10月に開局し

ました｡ 岩手県に４店舗､ 青森県に21店舗の調剤

薬局を展開しているサングループの中で最初に岩

手県に出来た店舗です｡

場所は久慈駅から徒歩で約20分､ 久慈湾に注ぐ

久慈川と合流する長内川の近くで､ 普段は人通り

の少ない静かな住宅地の一画に在ります｡

東日本大震災の時は､ 長内地区も浸水や津波で

流された家屋等もあり､ 被害を受けた地域です｡

薬局の辺りは目の前の道路に津波の影響で流され

てきた木の枝やプラスチック容器が残っていまし

たが､ 浸水等の被害は幸いにも免れました｡

店舗の待合室は比較的広く設けられ､ 道路側に

大きな窓と吹き抜けの天井にも窓を付けることで

明るく開放的な空間となっています｡ また､ 投薬

用のカウンターはあるものの待合室と調剤室を遮

蔽するものが､ ほとんどなく調剤室に居ながらで

も患者さんの様子が窺えるようになっています｡

隣接する耳鼻咽喉科クリニックからの処方箋が

受付全体の9割以上を占めています｡ 冬は風邪や

インフルエンザの流行､ 春はスギ花粉症の患者さ

んが多く来局し､ この時期が１年の中で最も忙し

い時期に当たります｡ また､ 学校から帰ってから､

仕事が終わってから耳鼻咽喉科を受診される方も

多く夕方からが１日の中では忙しい時間帯に当た

ります｡

他にも近くの小児科や県立病院､ 市内の医院､

クリニックからの処方箋を受けています｡

現在､ 薬剤師２名､ 医療事務３名で業務を行っ

ています｡ みんなが仲良く､ お互いのことを理解

し助け合う楽しい職場です｡ 忙しくても明るい雰

囲気で患者さんを迎えられていると思います｡

開局15年目に入りまして日常の調剤業務を通じ､

また､ 久慈薬剤師会の一員として､ これからも地

域の方々に貢献できるように頑張っていきたいと

思います｡

〒028－0041 久慈市長内町24-147-2
TEL：0194-61-3300 FAX：0194-61-3301
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ハーブ薬局 (釜石薬剤師会)

二度目の登場になりますハーブ薬局です｡

前回は東日本大震災後の仮設薬局での営業状況

を書かせていただきました｡

その後もスタッフ一同､ 大槌町吉里吉里で､ 大

槌おおのクリニック門前薬局として被災からの復

興努力と共に営業を続けて参りました｡

平成23年４月１日に最初の仮設薬局を､ 地元特

別養護老人ホームのセンター内で開設し､ 外来の

患者様､ ２か所の施設の入所者の方々の一包化調

剤と配達､ 避難所の患者様の調剤と配達などこな

しておりました｡

機材も薬剤も不足な中での開局でした｡

もちろん スタッフの住む所も無く､ 施設から

のご厚意で､ どうにか津波をぎりぎりで逃れた土

地の一角をお借りして､ プレハブを一日で建て

スタッフ一同で寝泊まりを共にしながら､ 日々の

仕事に従事しました｡

今思いますと､ 最初は電気も水道もガスも無く､

お風呂も自衛隊の仮設風呂に随分お世話になりま

した｡

トイレも外の仮設で､ 毎日の水汲みが日課とな

り､ 急な坂道を何度も往復していました｡

よく､ あのような状況下で暮らしながら､ 働け

たものだと我ながら感心したり､ 苦笑したりして

います｡

その後､ 国道を挟んだ場所へ､ クリニックの移

動に伴い仮設薬局も移動し平成23年７月11日に新

たに開局し１年５か月を第２の仮設で営業致しま

した｡

その甲斐もあり､ 平成24年12月３日､ 仮設薬局

向かいにハーブ薬局を本建築し､ 開局する事がで

きました｡

開局の準備をしたものの､ 震災で流失した前薬

局と同じ二階建ての店舗となり､ 被災して色の少

ない吉里吉里の地に明るく存在しますように､ と

願いを込めて黄色の壁にグリーンの配色を施しま

した｡

新店舗になってから､ 早いものでもう２年２か

月が過ぎました｡

大槌地区の復興はまだまだ先のようですが､ 公

営住宅の建設はだいぶ着工も進み､ 完成した住宅

も増え､ 今後も海岸部高台着工へと続行するよう

です｡

国道の整備も今年着工しております｡

安心して住む場所が増え､ 事業所などの安定し

た職場が増えていく事で地元の皆様の生活が､ 少

しでも楽になればと切に願います｡

それに伴い､ 吉里吉里地区唯一の薬局として役

割を果たせるよう､ スタッフ一同で頑張っていき

たいと思います｡

〒028－1101 大槌町吉里吉里1-2-10
TEL：0193-44-3171 FAX：0193-44-3172
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(１月 入会)

地域
業

態
氏 名

〒 勤 務 先 住 所 勤務先TEL 勤務先FAX

出 身 校
勤 務 先 卒業年度

花巻 ４
石 川 亜紗美 東北薬大

調剤薬局ツルハドラッグ花巻御田屋町店 025-0082 花巻市御田屋町4-34 0198-21-3110 0198-21-3110 H21

一関 ６
道 下 尚 史 北陸大
やまぶき薬局 029-0131 一関市狐禅寺大平125-13 0191-31-1772 0191-31-1550 H21

会員の動き (平成27年１月１日～平成27年２月28日)

☆会員登録の変更について

勤務先・自宅住所・雑誌発送先・薬剤師区分等に変更があった場合は､ 変更報告書 (３枚複写)

を提出していただくことが必要になります｡ 電話等で県薬事務局に用紙を請求して下さい｡

☆退会について

退会を希望される場合は､ 退会届 (３枚複写) を提出していただくことが必要になります｡

県薬事務局まで連絡をお願いします｡

会員の動き

(２月 入会)

地域
業

態
氏 名

〒 勤 務 先 住 所 勤務先TEL 勤務先FAX

出 身 校
勤 務 先 卒業年度

一関 ６
安 杖 佳 子 東北薬大
なでしこ薬局 021-0023 一関市銅谷町2-9 0191-48-3553 0191-48-3602 S52

(１月 変更)
地域 氏 名 変更事項 変 更 内 容

盛岡 修 行 孝 典 勤務先及び地域 〒020-0021 盛岡市中央通3-16-15 そうごう薬局盛岡中央通西店
電話019-681-7101 FAX019-681-7102

旧地域
気仙

盛岡 菅 原 亜 矢 勤務先 〒020-0021 盛岡市中央通2-2-5 そうごう薬局盛岡中央通店
電話019-613-6671 FAX019-613-6672

盛岡 三 上 智 美 勤務先 無従事

盛岡 円 子 皓 之 勤務先 〒020-0066 盛岡市上田1-3-26 調剤薬局ツルハドラッグ上田店
電話019-624-8489 FAX019-624-8577

盛岡 田 村 雅 子 勤務先 〒020-0851 盛岡市向中野5-2-38 岩手沢井薬品㈱
電話019-635-5060 FAX019-635-5340

盛岡 四 倉 雄 二 勤務先 〒020-0132 盛岡市西青山2-18-57 すみれ薬局
電話019-645-2311 FAX019-645-2314

盛岡 梶 山 恵津子 勤務先及び地域 〒028-3305 紫波郡紫波町日詰字下丸森121-7 ファミリー薬局
電話019-671-1195 FAX019-672-1770

旧地域
奥州

盛岡 久 保 さやか 勤務先 無従事

盛岡 藤 奈緒子 氏名 旧姓 池田

盛岡 中 神 真由美 勤務先 〒020-0132 盛岡市西青山2-18-57 すみれ薬局
電話019-645-2311 FAX019-645-2314

盛岡 熊 谷 素 子 勤務先 〒028-3603 紫波郡矢巾町大字西徳田3-74 矢巾調剤薬局
電話019-698-2400 FAX019-698-2263

北上 大 塚 俊 樹 勤務先 〒024-0035 北上市花園町1-7-8 あさひ薬局北上店
電話0197-61-2838 FAX0197-61-2839

(２月 変更)
地域 氏 名 変更事項 変 更 内 容

盛岡 齋 藤 直 子 勤務先 〒020-0004 盛岡市山岸1-3-11 かるがも薬局山岸店
電話019-623-9696 FAX019-623-2992
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１月退会

(北上) 佐々木房子 (奥州) 大友 華恵 (釜石) �瀬 心 (宮古) 遠藤 賢浩

２月退会

(盛岡) 柳澤洋四郎､ 宮 良男､ 荒木 有加､ 川口 未央､ 田村 一 (一関) 小早川祐太､ 向井 康倫

会 員 数

正 会 員 賛助会員 合 計

平成27年２月28日現在 1,643名 92名 1,735名

平成26年２月28日現在 1,658名 94名 1,752名

新たに指定された保険薬局

保険薬局の動き

地域名 指定年月日 薬局名称 開設者名 〒 住 所 TEL

盛岡 H26.02.01 薬王堂矢巾店 西郷 辰弘 028-3615 矢巾町南矢幅7-445 019-698-2131

求人情報

受付日 種別 勤務地 求人者名
勤務時間

休日 その他
平日 土曜日

27.2.9 保険薬局 矢巾町南矢幅7 南やはば調剤薬局 9:00～18:30 9:00～13:00
(水､ 土) 日､ 祝祭日

27.2.4 保険薬局 盛岡市盛岡駅前通9 こまち薬局 8:30～17:30 8:30～13:00

27.1.23 保険薬局 滝沢市湯舟沢480 たけしげ薬局 8:30～19:00 8:30～17:00 日､ 祝祭日､
水曜日午後 パート可

27.1.23 保険薬局 盛岡市青山2 薬局ポラリス 13:00～18:00 13:00～18:00 月､ 日､ 祝祭日
パート募集
勤務時間､ 曜日につ
いては応相談

27.1.5 病院 盛岡市月が丘1 三愛病院 8:30～17:30 8:30～13:30 日､ 祝祭日
土曜日月3回 時差勤務あり

盛岡 四 戸 京 子 勤務先 〒020-0835 盛岡市津志田13-18-4 盛岡南病院
電話019-638-2020 FAX019-637-3383

盛岡 � 橋 弘 二 勤務先 〒028-3603 紫波郡紫波町桜町字三本木22-7 紫波中央薬局
電話019-672-6125 FAX019-671-2625

盛岡 舩 越 孝 治 勤務先 〒028-4125 盛岡市玉山区好摩字夏間木102-14 好摩薬局
電話019-669-3330 FAX019-682-2727

盛岡 � 橋 理 加 勤務先 無従事

花巻 三 浦 祐 福 勤務先 〒025-0304 花巻市湯本第4地割30-16 ゆもと薬局
電話0198-37-1222 FAX0198-27-2010

花巻 工 藤 博 臣 勤務先 〒025-0312 花巻市二枚橋第6地割498-1 たんぽぽ薬局
電話0198-26-1755 FAX0198-26-1756

花巻 佐々木 克 人 勤務先及び地域 〒024-0064 北上市若宮町2-2-39 さくら調剤薬局
電話0197-63-8822 FAX0197-63-8821

旧地域
花巻

奥州 佐々木 貴 成 勤務先 〒023-0864 奥州市水沢区龍ヶ馬場3-11 水沢マル薬局
電話0197-51-7050 FAX0197-51-7051

気仙 熊 谷 広 美 勤務先 〒022-0004 大船渡市猪川町字中井沢10-10 つくし薬局猪川店
電話0192-21-3663 FAX0192-27-0066
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■岩手県薬剤師会【薬剤師無料職業紹介所】では､ 求人､ 求職ともそれぞれ､ ｢求人票｣､ ｢求職票｣ を登録のうえで
のご紹介となっております｡ 登録をご希望のかたは､ 直接来館または､ ｢求人票｣ ｢求職票｣ を送付いたしますので県
薬事務局 (電話 019－622－2467) までご連絡ください｡ 受付時間は (月－金／９時～12時､ 13時～17時) です｡ な
お､ 登録については受付日～三ヵ月間 (登録継続の連絡があった場合を除く) とします｡

受付日 種別 勤務地 求人者名
勤務時間

休日 その他
平日 土曜日

26.12.24 その他 一関市滝沢字鶴が沢7-7 MPアグロ(株) 8:30～17:30 - 土､日､祝祭日

26.12.3
保険薬局第
1類医薬品
販売店舗

県内店舗
相談の上 (株)薬王堂 店舗ごと 店舗ごと 月9回

年間111日
雇用形態は
応相談

26.11.27 保険薬局 花巻市石鳥谷町新堀8 フロンティア薬局
石鳥谷店 8:30～17:30 8:30～17:30 月､ 祝祭日

他シフト制で週1日 パート可

26.11.27 保険薬局 盛岡市中太田泉田 フロンティア薬局
盛岡店 9:00～18:00 9:00～18:00 月､ 祝祭日

他シフト制で週1日 パート可

26.11.27 保険薬局 奥州市前沢区古城字比
良59

フロンティア薬局
前沢店 8:30～17:30 8:30～17:30 月､ 祝祭日 パート(金､ 土

可能で週2～3日)

26.11.27 保険薬局 奥州市前沢区古城字比
良59

フロンティア薬局
前沢店 8:30～17:30 8:30～17:30 月､ 祝祭日

他シフト制で週1日
契約社員(土日
出勤可能な方)

26.11.27 保険薬局 奥州市前沢区古城字比
良

フロンティア薬局
前沢店 8:30～17:30 8:30～17:30 月､ 祝祭日

他シフト制で週1日 パート可

26.11.27 保険薬局 北上市村崎野17 フロンティア薬局
北上店 9:00～18:00 - 土､ 日､ 祝祭

日
パート(月､ 水
可能で週2～3日)

26.11.27 保険薬局 北上市村崎野17 フロンティア薬局
北上店 9:00～18:00 - 土､ 日､ 祝祭

日
契約社員(月1回程
度休日出勤あり)

26.11.27 保険薬局 北上市村崎野17 フロンティア薬局
北上店 9:00～18:00 - 土､ 日､ 祝祭

日 パート可

26.11.19 保険薬局 盛岡市上田1 あおば薬局 9:00～18:00 9:00～13:00 日､ 祝祭日
週休2日制 パート

26.10.8 保険薬局 盛岡市茶畑1 ソレイユ調剤薬局 9:00～18:00�9:00～15:00 9:00～13:00 日､ 祝祭日 パート可

26.10.27 保険薬局 北上市上江釣子16 くるみ薬局 8:45～18:00 8:45～12:45 日､ 祝祭日
第１､3水曜日 パート可

26.10.17 保険薬局 雫石町中町35 菊屋薬局 9:00～18:00 - 土､日､祝祭日 パート可
(水､木､週2日から)

26.10.3 保険薬局 盛岡市津志田南2 エース薬局 9:00～18:30�9:00～13:00 9:00～13:00 日､ 祝祭日
4週6休

26.9.27 保険薬局 一関市三関字仲田29 三関薬局 9:00～18:00 9:00～13:00 日､ 祝祭日
水､土曜交代制 パート可

26.9.27 保険薬局 一関市銅谷町9 銅谷調剤薬局 9:00～18:00 9:00～13:00 日､ 祝祭日
水､土曜交代制 パート可

269.27 保険薬局 一関市大手町7 大手町薬局 9:00～18:00 9:00～13:00 日､ 祝祭日
水､土曜交代制 パート可

26.9.22 保険薬局 盛岡市上田1 リープ薬局 9:00～18:00
10:00～19:00 9:00～13:00

日､ 祝祭日
土曜日交代制

26.9.22 保険薬局 盛岡市上田1 リード薬局 9:00～18:00
10:00～19:00 9:00～13:00

日､ 祝祭日
土曜日交代制

26.9.4 保険薬局 矢巾町大字南矢幅9 こずかた薬局やはば店 9:00～18:00 9:00～13:00 日､ 祝祭日
他月2回 パート可

26.9.4 保険薬局 盛岡市上田1 こずかた薬局 9:00～18:00 9:00～13:00 日､ 祝祭日
他月2回 パート可

26.8.22 病院 盛岡市玉山区下田字石
羽根99 玉山岡本病院 8:30～17:15 - 土､日､祝祭日

26.7.31 病院 盛岡市西松園3 松園第二病院 8:30～17:15 8:30～12:30 日､ 祝祭日

26.7.5 保険薬局 奥州市水沢区大畑小路
109 あおば薬局 8:30～17:30 8:30～17:30 水､日､祝祭日

26.7.5 保険薬局 花巻市東宮野目13 あおば薬局 9:00～17:30 9:00～12:30 日､ 祝祭日
週1日

26.7.4 保険薬局 二戸市堀野字馬場7 中央調剤薬局 9:00～18:00 9:00～13:00 日､ 祝祭日
第3土曜日

26.7.1 保険薬局 盛岡市津志田西2 つばさ薬局 9:00～18:00�9:00～13:00 9:00～16:00 日､ 祝祭日

26.5.15 保険薬局 山田町八幡町12 クローバー薬局 9:00～18:00 9:00～13:00 日､ 祝祭日 パート可

26.4.25 保険薬局 北上市上江釣子15 キセキレイ薬局 9:00～18:00 9:00～12:00 日､ 祝祭日 パート可

26.4.11 保険薬局 盛岡市大通1 フローレンス薬局 9:00～18:00�9:00～13:00 9:00～15:00 日､ 祝祭日
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図書紹介

１. ｢臨床力ＵＰエクササイズ①循環器領域｣

発 行 株式会社 じほう

判 型 A５判 200頁

定 価 2,160円 (税込)

会員価格 1,900円 (税込)

☆送 料 ①県薬及び地域薬剤師会に一括送付

の場合無料

②個人の場合10冊以上を一括同一場

所に送付する場合は無料

③１～９冊までは､一律500円 (税込)

２. ｢この患者・この症例にいちばん適切な薬剤

が選べる 同効薬比較ガイド１｣

発 行 株式会社 じほう

判 型 B５判 230頁

定 価 2,808円 (税込)

会員価格 2,500円 (税込)

☆送 料 ①県薬及び地域薬剤師会に一括送付

の場合無料

②個人の場合10冊以上を一括同一場

所に送付する場合は無料

③１～９冊までは､一律500円 (税込)

３. ｢添付文書がちゃんと読める統計学｣

発 行 株式会社 じほう

判 型 A５判 187頁

定 価 2,592円 (税込)

会員価格 2,300円 (税込)

☆送 料 ①県薬及び地域薬剤師会に一括送付

の場合無料

②個人の場合10冊以上を一括同一場

所に送付する場合は無料

③１～９冊までは､一律500円 (税込)

４. ｢医薬品医療機器等法・薬剤師法・毒劇法解

説｣ (平成27年３月発刊)

発 行 株式会社 薬事日報社

判 型 B５判 約900頁

定 価 4,968円 (税込)

会員価格 4,500円 (税込)

☆送 料 ①県薬及び地域薬剤師会に一括送付

の場合無料

②個人の場合10冊以上を一括同一場

所に送付する場合は無料

③１～９冊までは､一律460円 (税込)

５. ｢保険薬辞典プラス平成27年４月版｣

(４月中旬発刊予定)

発 行 株式会社 じほう

判 型 A５判 950頁 (予定)

定 価 4,968円 (税込)

会員価格 4,470円 (税込)

☆送 料 ①県薬及び地域薬剤師会に一括送付

の場合無料

②個人の場合10冊以上を一括同一場

所に送付する場合は無料

③１～９冊までは､一律500円 (税込)

６. ｢薬価基準点数早見表 平成27年４月版｣

(４月中旬発刊予定)

発 行 株式会社 じほう

判 型 A５判 950頁 (予定)

定 価 3,888円 (税込)

会員価格 1,750円 (税込)

☆送 料 ①県薬及び地域薬剤師会に一括送付

の場合無料

②個人の場合10冊以上を一括同一場

所に送付する場合は無料

③１～９冊までは､一律500円 (税込)
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☆図書の購入申し込みは､ 専用の申し込み用紙で､ 県薬事務局までFAXして下さい｡

専用の申し込み用紙は､ 県薬ホームページ会員のページからダウンロードしてご利用下さい｡

県薬ホームページ http://www.iwayaku.or.jp/

会員のページ ユーザー名 iwayaku

パスワード ipa2210

７. ｢薬効・薬価リスト 平成27年版｣

(４月下旬発刊予定)

発 行 医薬情報研究所

判 型 B５判 1,000頁

定 価 7,020円 (税込)

会員価格 6,300円 (税込)

☆送 料 ①県薬及び地域薬剤師会に一括送付

の場合無料

②個人の場合10冊以上を一括同一場

所に送付する場合は無料

③１～９冊までは､一律500円 (税込)

８. ｢投薬禁忌リスト 平成27年版｣

(４月下旬発刊予定)

発 行 株式会社 じほう

判 型 B５判 600頁 (予定)

定 価 4,212円 (税込)

会員価格 3,700円 (税込)

☆送 料 ①県薬及び地域薬剤師会に一括送付

の場合無料

②個人の場合10冊以上を一括同一場

所に送付する場合は無料

③１～９冊までは､一律500円 (税込)
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編集後記
2015年が始まり早いもので３ヶ月が過ぎました｡
先日患者様から ｢ありがとう｣ という言葉を頂いたとき､ ふと､ いつもなにげに使っている ｢あり
がとう｣ という言葉の語源が知りたくなり調べてみました｡
｢ありがとう｣ は鎌倉時代あたりから ｢有り難し｣ から始まり ｢有る事が難しい｣ つまり ｢めった

にない｣ という言葉で使われはじめたそうです｡ ｢めったにない貴重なもの得ている｣ との考え方で､
宗教的な感謝の気持ちを表すようになったとのこと｡ その語源を知り､ ますます心をこめて使わなけ
ればならないな…と感じました｡
私たち薬剤師だけではなく､ 人とコミュニケーションをとるためには ｢言葉｣ というものは大事な
ものです｡
みなさんも､ いろいろな ｢言葉｣ の語源を調べてみたら面白いかもしれませんよ～｡

(編集委員 安倍 奨)

・・・・・ お知らせ ・・・・・

(一社) 岩手県薬剤師会ホームページ http://www.iwayaku.or.jp/

｢会員のページ｣ ユーザー名 iwayaku
パスワード ipa2210

｢イーハトーブ｣ は､ 会員相互の意見や情報の交換の場です｡

会員の皆様からの投稿・意見・要望をお待ちしております｡

投稿・意見・要望あて先 県薬事務局 TEL 019-622-2467 FAX 019-653-2273

e-mail ipa1head@rose.ocn.ne.jp

(アイ・ピー・エー・イチ・エイチ・イー・エー・ディー)

編 集 担当副会長 宮手義和

担当理事(広報委員会) 畑澤昌美､ 高林江美､ 工藤琢身､ 佐々木栄一､ 川目聖子

編集委員(編集委員会) 川目聖子､ 高野浩史､ 安倍 奨､ 佐々木美保

地域薬剤師会編集委員 渡辺憲之 (盛岡)､ 伊藤勝彦 (花巻)､ 三浦正樹 (北上)､

千葉千香子 (奥州)､ 阿部淳子 (一関)､ 金野良則 (気仙)､

佐竹尚司 (釜石)､ 内田一幸 (宮古)､ 新渕純司 (久慈)､

松尾智仁 (二戸)

イーハトーブ～岩手県薬剤師会誌～ 第48号

第48号 (奇数月１回末日発行) 平成27年３月30日 印刷
平成27年３月31日 発行

発行者 一般社団法人 岩手県薬剤師会 会長 畑澤博巳
発行所 一般社団法人 岩手県薬剤師会 〒020-0876 盛岡市馬場町3番12号

TEL (019) 622-2467 FAX (019) 653-2273
e-mail ipa1head@rose.ocn.ne.jp

印刷所 杜陵高速印刷株式会社 〒020-0811 盛岡市川目町23番2号 盛岡中央工業団地
TEL (019) 651-2110 FAX (019) 654-1084
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株式会社小田島
〒025-0008 岩手県花巻市空港南2-18 �0198(26)4211
株式会社恒和薬品岩手営業部
〒020-0891 岩手県紫波郡矢巾町流通センター南4-10-2 �019(639)0755
株式会社スズケン岩手
〒020-0125 岩手県盛岡市上堂4-5-1 �019(641)3311
東邦薬品株式会社岩手営業部
〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ2-7-15 �019(646)7130
株式会社バイタルネット岩手営業部
〒020-0891 岩手県紫波郡矢巾町流通センター南3-1-12 �019(638)8891
株式会社メディセオ北海道･東北支社岩手営業部
〒025-0312 岩手県花巻市二枚橋第5地割6-26 �0198(26)0552
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2016年 岩手県で ｢希望郷いわて国体・希望郷いわて大会｣ が開催されます｡

わたしたち薬剤師はスポーツ選手の味方です！
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